
特集

七ヶ浜町長期総合計画を策定します

地域のきずな

町内の話題 ズームアップ

　彩り豊かな文化・芸術を堪能　ほか

ふれ愛くらぶ

　ボーちゃんの知っ得！しちがはま　ほか

暮らしアラカルト

　七ヶ浜町民バス「ぐるりんこ」

　子育て支援センターだより 

　アクアリーナクラブ　ほか　
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はぐくむ地域のきずな

　表紙の写真は、今年4月に行われた「吉田浜獅子舞」

の一こま。吉田浜獅子舞保存会の方々が区民を思い家々

をまわり、また、区民も毎年獅子舞を楽しみに待ち、温

かく迎え入れてくれます。

　今月の特集は「地域のきずな」。人と人とをつなぎ活

躍する町民の皆さまをご紹介いたします。

主な内容

★電子メールでのお問い合わせはこちらから！

七ヶ浜町ウェブサイト

102009 457
たんのう
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地
方
自
治
法
に
「
市
町
村
は
、
そ
の

事
務
を
処
理
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

議
会
の
議
決
を
経
て
そ
の
地
域
に
お

け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の

運
営
を
図
る
た
め
基
本
構
想
を
定
め
、

こ
れ
に
即
し
て
行
う
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
基
づ
き
策
定
す
る
も
の

で
す
。

　
長
期
総
合
計
画
は
、
町
の
計
画
と

し
て
は
最
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
町
の
施
策
の
柱
と

な
る
も
の
で
す
。

　
　

　
「
長
期
総
合
計
画｣

、
ち
ょ
っ
と
耳

慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
一
言
で
言

う
と
、
将
来
の
七
ヶ
浜
を
よ
り
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
ら
れ

る
魅
力
的
な
ま
ち
に
す
る
た
め
の
計

画
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
町
で
は
、
長
期
総
合
計

画
を
10
年
ご
と
に
作
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
計
画
は
、
平
成
13
年
度
か
ら

の
10
年
間
の
指
針
を
定
め
た
も
の
で
、

「
心
ゆ
た
か
な
ま
ち
」
を
基
本
理
念

に
「
自
然
と
の
共
生｣

、｢

創
造
性
豊

か
な
人
間
の
育
成｣

、｢

ゆ
と
り
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
」
の
３
つ
の
柱
を

掲
げ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
現
在
の
計
画
は
平
成
22
年
度

に
終
了
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
新
た

に
平
成
23
年
度
か
ら
の
10
年
間
の
計

画
を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
一
口
に
計
画
を
立
て
る
と
い
っ
て

も
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
視
点
で

考
え
れ
ば
、
明
日
の
こ
と
は
考
え
る

こ
と
が
で
き
て
も
10
年
先
の
こ
と
ま

で
は
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ

う
に
、
現
代
は
ま
さ
に
混
迷
の
時
代

で
す
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社

会
の
加
速
的
な
進
行
、
国
際
化
や
高

度
情
報
化
へ
の
進
展
、
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
た
く

　
本
町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
、

七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
行
い
ま
す
。

七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

　
本
町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
、

七
ヶ
浜
町
長
期
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
行
い
ま
す
。

長
期
総
合
計
画
と
は
？

長
期
総
合
計
画
策
定
の
意
義
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さ
ん
の
課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、

私
た
ち
の
価
値
観
も
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
不
安
定
な
社
会
だ
か
ら
こ

そ
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
七
ヶ

浜
を
「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」

魅
力
的
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
そ

し
て
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
？
今
後
、
七
ヶ

浜
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
め
た
ら

い
い
の
か
？
こ
の
長
期
総
合
計
画
に

よ
っ
て
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
づ
け
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
長
期
総
合
計
画
は
、
そ
の

と
き
ど
き
の
社
会
背
景
や
町
民
の
ニ

ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
作
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
長
期
総
合
計
画
を
作
る
に

あ
た
り
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
、
七
ヶ
浜
の

将
来
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど
を
お
聞
き
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

 
 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
地
区
懇
談
会

に
つ
い
て
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
、
ご
参
加

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

  

本
計
画
は
、｢

基
本
構
想｣

、｢

基
本

計
画
」
お
よ
び
「
実
施
計
画
」
で
構

成
し
ま
す
。

■
基
本
構
想

　
基
本
構
想
は
、
中
長
期
的
な
見
通

し
に
立
っ
た
七
ヶ
浜
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
目
標
、
将
来
の
あ
る
べ
き

姿
、
目
指
す
べ
き
方
向
を
示
す
も
の

で
す
。

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
現
在

の
長
期
総
合
計
画(

２
０
０
１
～
２
０

１
０)

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
う

み
・
ひ
と
・
ま
ち
　
七
ヶ
浜
」
の
考

え
方
を
踏
襲
し
、
次
の
三
つ
に
大
別

し
基
本
目
標
を
定
め
ま
す
。

■
基
本
計
画

　
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
の
ま
ち

づ
く
り
像
、
目
標
を
実
現
・
達
成
す

る
た
め
の
施
策
の
方
向
を
体
系
的
に

示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
計
画
は
、
七
ヶ
浜
町

が
実
施
す
る
施
策
を
中
心
に
、
国
・

県
、
他
の
公
共
団
体
お
よ
び
町
民
、

各
種
団
体
な
ど
と
連
携
・
協
働
し
て

行
う
範
囲
も
含
め
た
、
総
合
的
な
町

政
経
営
の
指
針
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

 

基
本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
前
期

と
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

ま
で
の
後
期
で
、
各
５
年
間
と
し
ま

す
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
３

つ
に
大
別
し
た
「
う
み
・
ひ
と
・
ま

ち
」
ご
と
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、

政
策
目
標
を
定
め
ま
す
。
さ
ら
に
政

策
目
標
ご
と
に
、
具
体
的
な
施
策
目

標
を
設
定
し
ま
す
。

■
実
施
計
画

　
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
で
体
系

化
し
た
施
策
を
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
事
業
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
財
政
計
画
と
の

整
合
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
高
さ
な
ど
を

考
慮
し
た
個
別
事
業
を
位
置
づ
け
る

計
画
と
し
て
定
め
ま
す
。

　
実
施
計
画
の
計
画
期
間
は
、
３
年

(

現
年
度
を
含
め
る
た
め
４
年
間
分
表

示)

と
し
、
毎
年
更
新
す
る
ロ
ー
リ
ン

グ
方
式(

※)

と
し
ま
す
。

※
実
施
計
画
の
計
画
期
間
は
３
年
と
し
、ロ

  
ー
リ
ン
グ
方
式
を
採
用
。

 
 

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
と
は
、基
本
計
画
に
基

　
づ
き
実
施
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
後

　
の
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
随
時

　
見
直
し
を
行
う
と
い
う
方
式
。
回
転
す
る

　(

ロ
ー
リ
ン
グ)
と
い
う
語
源
か
ら
つ
け

　
ら
れ
た
も
の
で
す
。

前 期 後 期

長
期
総
合
計
画
の

構
成
と
期
間

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

基本計画

実施計画

基本構想

■総合計画の構成と目標年次
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う みう みひ とま ち ひ とま ち

七ヶ浜町総合
開発審議会

七ヶ浜町長

■長期総合計画策定本部

七ヶ浜町議会

住民アンケート 住民懇談会

事務局(政策課)

本部会
副町長・教育長
各課長など

三課調整会議

総務・財政・政策の

係長および担当者

専門部会
うみ部会(職員)
ひと部会(職員)
まち部会(職員)

■七ヶ浜町長期総合計画策定体制

住民ニーズの把握

情報提供

議案提出

議　決

諮　問

答　申

提案・調整

 

② 

ひ
　
と 

    

健
康
福
祉
、

    

教
育
文
化
、

    

生
涯
学
習
な
ど

    

住
民
に
直
接
関
わ
る
も
の

 

③ 

ま
　
ち
　

    

安
心
安
全
、

    

都
市
計
画
、

    

公
共
交
通
、
ま
ち
づ
く
り
、

    

基
盤
整
備
、
行
財
政
な
ど

    

町
が
取
り
組
ん
で
い
く
も
の

 

① 

う
　
み 

    
環
境
保
全
、

    
自
然
と
の
調
和
、

    

観
光
・
産
業
な
ど

    

町
の
資
源
に
関
わ
る
も
の
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長期総合計画に関するお問い合わせは、政策課まで　　357-7439

◆特集　七ヶ浜町長期総合計画を策定します

　　
長
期
総
合
計
画
は
、
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
「
う
み
・
ひ
と
・
ま
ち
」

ご
と
に
基
本
目
標
を
設
定
し
、
基
本

目
標
に
基
づ
く
政
策
目
標
・
施
策
目

標
を
設
定
し
た
上
で
、
取
り
組
み
や

事
業
を
実
施
計
画
に
盛
り
込
み
ま
す
。

　　　
外
部
委
員
に
よ
る
七
ヶ
浜
町
総
合

開
発
審
議
会
と
七
ヶ
浜
町
長
期
総
合

計
画
策
定
本
部
か
ら
な
り
、
さ
ら
に

策
定
本
部
は
、
副
町
長
・
教
育
長
・

各
課
長
な
ど
を
含
め
た
本
部
会
と
、

一
部
職
員
の
有
志
に
よ
る
専
門
部
会
、

総
務
・
財
政
・
政
策
の
係
長
お
よ
び

担
当
に
よ
る
三
課
調
整
会
議
の
３
部

会
構
成
と
し
ま
す
。

　
総
合
開
発
審
議
会
は
、
20
名
程
度

の
委
員
を
選
定
し
、
町
長
の
諮
問
に

応
じ
、
総
合
計
画
の
策
定
に
関
し
、

必
要
な
調
査
お
よ
び
審
議
を
行
い
ま
す
。

　　

　　　
長
期
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、

ご
提
案
な
ど
を
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、

20
歳
以
上
の
町
民
の
方
か
ら
２
０
０

０
名
の
方
を
無
作
為
に
抽
出
し
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
対
象
と
な
っ
た

方
に
は
、
10
月
中
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　　
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
七
ヶ
浜

の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
地
区

懇
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今

後
10
年
間
の
七
ヶ
浜
に
つ
い
て
の
ご

意
見
、
ご
提
案
を
お
伺
い
し
、
平
成

23
年
度
か
ら
の
長
期
総
合
計
画
に
反

映
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
地
区
懇
談
会
」
の
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す

地
区
住
民
懇
談
会
を

実
施
し
ま
す

長
期
総
合
計
画
の
体
系

長
期
総
合
計
画
の

策
定
体
制

と　き
（午後7時より）

地区名 ところ

10月14日(水) 湊　浜 湊浜公民分館

15日(木) 松ヶ浜 松の川集会所

20日(火) 菖蒲田浜 菖蒲田浜公民分館

21日(水) 花渕浜 花渕浜公民分館

22日(木) 吉田浜 吉田浜コミュニティセンタｰ

27日(火) 代ヶ崎浜 代ヶ崎浜公民分館

28日(水) 東宮浜 東宮浜公民分館

29日(木) 要害・御林 要害公民分館

11月4日(水) 亦　楽 亦楽公民分館

5日(木) 境　山 境山公民分館

10日(火) 遠　山 遠山公民分館

11日(水) 汐見台 汐見台第2分館

12日(木) 汐見台南 汐見台南第1集会所

＜地区懇談会日程表＞
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彩
り
豊
か
な
文
化
・
芸
術
を
堪
能

　
７
月
19
日
か
ら
８
月
30
日
ま
で
、
国

際
村
で
七
ヶ
浜
ア
ー
ト
・
ウ
ォ
リ
ア
ー

ズ
２
０
０
９
「
海
、
つ
よ
く
」
が
開
催
さ

れ
、
期
間
中
、
多
く
の
来
館
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
●
毎
年
ア
ー
ト
・
ウ
ォ
リ

ア
ー
ズ
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
写
真
展

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。
本
町

の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
す
っ
か
り
定

着
し
て
い
ま
す
●
イ
ベ
ン
ト
初
日
に

行
わ
れ
た
「
ナ
・
レ
イ
・
オ
・
ハ
ワ
イ
」
で

は
、
ハ
ワ
イ
の
伝
統
舞
踊
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
演
舞
が
行
わ
れ
、
多
く
の
お
客
さ
ま

が
来
館
。
26
日
に
は
、
新
垣
勉
さ
ん
な

ど
沖
縄
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

登
場
し
た
「
お
き
な
わ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
最
終
回
」
を
開
催
。
ま
た
、
期
間
中
、

垂
見
健
吾
さ
ん
の
写
真
展
が
常
時
開

催
さ
れ
、
人
気
を
集
め
ま
し
た
●
８
月

９
日
に
は
、
新
企
画
「
宮
城
う
た
の
日

コ
ン
サ
ー
ト
in
七
ヶ
浜
」
を
開
催
。
風

味
堂
や
カ
ラ
ー
ボ
ト
ル
と
い
っ
た
実

力
派
バ
ン
ド
が
出
演
す
る
中
、
Ｎ
ａ
Ｎ

ａ
５
９
３
１
と
Ｇ
ｒ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ
７
が
人

気
バ
ン
ド
と
共
演
す
る
場
面
も
あ
り
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

遠
山
地
区
で
防
災
訓
練

　
９
月
13
日
、遠
山
境
山
児
童
公
園
で
、

「
遠
山
区
総
合
防
災
避
難
訓
練
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
大
規

模
災
害
に
備
え
、
区
民
の
防
火
・
防
災

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、

同
地
区
自
主
防
災
会
が
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
25
回
目
を
数

え
ま
す
●
当
日
は
、
地
元
消
防
団
員
な

ど
地
区
住
民
約
５
０
０
人
が
参
加
。
自

宅
か
ら
公
園
ま
で
の
避
難
誘
導
訓
練

を
は
じ
め
、
七
ヶ
浜
消
防
署
員
の
協
力

の
も
と
、
簡
易
担
架
作
成
訓
練
や
初
期

消
火
訓
練
を
行
い
汗
を
流
し
ま
し
た

●
訓
練
に
参
加
し
た
吉
田
富
さ
ん（
遠
）

は
「
消
火
訓
練
な
ど
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
災
害
が
起
き
た
場
合
に
は
、
地
区

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

宮城うたの日コンサートにて、BLACK BOTTOM BRASS BANDとGroove7、NaNa5931が共演した場面。

ナ・レイ・オ・ハワイ2009ナ・レイ・オ・ハワイ2009

た
ん 

の
う
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大森さんとオペラを演じる児童。大森さんとオペラを演じる児童。

七
ヶ
浜
国
際
村

来
館
者
２
０
０
万
人
突
破

　
８
月
30
日
、
七
ヶ
浜
国
際
村
の
来
館

者
が
２
０
０
万
人
を
突
破
し
、
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
仲
道
郁
代
さ
ん
（
写
真
右
）
の
「
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
曲

公
演
第
２
弾
」
が
開
催
さ
れ
、
公
演
終

了
後
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た

●
記
念
す
べ
き
２
０
０
万
人
目
の
お

客
さ
ま
と
な
っ
た
の
は
、
仙
台
在
住
の

大
川
早
苗
さ
ん
（
写
真
左
）
。
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
渡
邊
町
長
と
仲
道
さ
ん
か
ら

記
念
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

大
川
さ
ん
は
「
大
変
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。来
館
し
た
の
は
今
日
で
３
度
目
。

観
や
す
い
ホ
ー
ル
で
と
て
も
気
に
入

っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

 

長
靴
で
的
を
ね
ら
え
！

　
９
月
６
日
、
遠
山
・
境
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
フ
ラ
イ
ン

グ
シ
ュ
ー
ズ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
26

チ
ー
ム
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た

●
こ
の
競
技
は
、
コ
ー
ト
上
に
置
か
れ

た
点
数
入
り
の
的
に
ゴ
ム
長
靴
を
投

げ
、
５
人
１
組
で
合
計
点
数
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
。
地
区
住
民
の
交
流
を
深
め
る

目
的
で
同
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
18
回
目
を
数
え
ま
す
●
当

日
は
、
２
歳
か
ら
82
歳
ま
で
の
幅
広
い

地
区
住
民
が
参
加
し
、
各
チ
ー
ム
４
ブ

ロ
ッ
ク
の
予
選
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
的
に

ね
ら
い
ど
お
り
ゴ
ム
長
靴
を
投
げ
て

も
着
地
後
、
思
わ
ぬ
方
向
へ
跳
ね
て
い

く
こ
と
も
度
々
あ
り
、
参
加
者
は
一
喜

一
憂
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
的
の
中

で
ゴ
ム
長
靴
が
立
つ
「
ス
タ
ン
ド
賞
」

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
も
あ
り
、
地
区
住

民
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

■
優
勝 

境
山
交
通
安
全
協
会

■
２
位 

境
山
環
境
美
化
チ
ー
ム

■
３
位 

遠
山
環
境
美
化
チ
ー
ム
・

　
　
　 

遠
山
朗
生
会（
Ｂ
）

か
ん
な
ぎ
の
聖
地
を
巡
礼

　
人
気
ア
ニ
メ
「
か
ん
な
ぎ
」
に
登
場

す
る
神
社
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
鼻
節

神
社
な
ど
を
観
光
す
る
「
七
ヶ
浜
町
聖

地
巡
礼
ツ
ア
ー
」
が
９
月
の
毎
週
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
、
多
く
の
ア

ニ
メ
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
●

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
全
国
の
か
ん
な
ぎ
フ

ァ
ン
を
町
内
に
呼
び
込
も
う
と
、
商
工

会
な
ど
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が

開
催
。
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
鼻
節
神
社

を
は
じ
め
、
小
豆
浜
や
表
浜
な
ど
、
か

ん
な
ぎ
の
聖
地
を
巡
り
ま
す
●
６
日

と
13
日
に
は
、
通
常
は
非
公
開
の
花
渕

灯
台
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
ら
は
巡
礼
の
旅
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。
東
京
か
ら
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

30
代
の
男
性
は
「
普
段
ま
わ
れ
な
い
観

光
名
所
を
見
れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
」

と
話
し
、
巡
礼
ツ
ア
ー
に
満
足
し
て
い

た
様
子
で
し
た
。

国
際
村
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
亦
楽
小
で
生
演
奏

　
国
際
村
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
町
内
の
様
々
な
場
所
で
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
が

９
月
17
日
、
亦
楽
小
学
校
で
行
わ
れ
、

６
年
生
の
児
童
66
名
が
参
加
。
音
楽
の

楽
し
さ
に
触
れ
ま
し
た
●
小
学
校
を

訪
れ
た
の
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
中
川
賢

一
さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
大
森
智
子

さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
神
谷
未

穂
さ
ん
の
３
名
。
児
童
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
器
の
美
し
い
音
色
を
聴
い
た
り
、

構
造
を
教
わ
っ
た
り
し
た
ほ
か
、
23
日

に
行
わ
れ
た
「
ま
ち
に
息
づ
く
ク
ラ
シ

ッ
ク
Ⅵ
」
で
共
演
す
る
、
大
根
明
神
を

も
と
に
し
た
オ
ペ
ラ
「
あ
わ
び
伝
説
」

の
練
習
を
繰
り
返
し
ま
し
た
●
参
加

者
の
１
人
、
大
友
弥
涼
さ
ん
は
「
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
な
ど
の
音
が
と
て
も
き
れ
い

だ
っ
た
。
本
番
は
声
を
出
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　町内の話題　ズームアップ

仲道さんからサインや花束を受け取る大川さん。仲道さんからサインや花束を受け取る大川さん。

かんなぎの聖地、鼻節神社を訪れた
ファンの皆さん。
かんなぎの聖地、鼻節神社を訪れた
ファンの皆さん。

み
　 

す
ず
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ふれ愛
くらぶ

今月のキーワード今月のキーワード

スポーツフェスタスポーツフェスタスポーツフェスタ  第34回　

スポーツの秋

 第34回　

スポーツの秋

●星 香澄ちゃん（2歳）

　　 信志くん（4ヶ月）

　「元気いっぱいお外で遊ぼうね！」

　　　　  お父さん・お母さんより

　「いつでも遊びにおいでね！」

　七ヶ浜のばぁば＆気仙沼のじぃじ・ばぁばより

●小野 愛香音ちゃん

　秋は「新米」の季節です。宮城県は全国でも有数の米どころで、｢ササニシキ｣

「ひとめぼれ」などおいしいお米を生み出してきました。

　宮城県では、冷害によるお米の不作を少なくするために、

昭和の初めからお米の開発･改良が行なわれ、昭和３８年に

収穫量が多く味の良い「ササニシキ」が生れ、平成３年には冷

害に強く、香りと食感の良い「ひとめぼれ」が生れました。

●選び方　精米したばかりのお米がおいしいので、精米月日

　　　　　を確かめて買いましょう。

●保　存　お米は生鮮食品です。冷暗所で保存するように

　　　　　しましょう。

●とぎかた　

　①　お米に水をいっきに注ぎ、底から静かに２～３回かき

　　混ぜて水を捨てます。

　②　お米を手のひらで押しながら数回とぎ、濁った水を流

　　します。

　　　泡だて器を使うとお米の粒がくだけてしまいますし、

　　お湯でとぐと表面のでんぷん質が糊化して吸水しにく

　　くなるのでやめましょう。

　ごはんは、肉･魚・野菜・どんな食品

にも合う食べ物です。脂肪の多いお

かずを減らし、ごはんをしっかり食

べる和食中心の食生活にし、生活習

慣病の予防をこころがけましょう。

宮
城
の
お
米

　10月10日(土）～12日（月）は、毎年恒例となっているス
ポーツフェスタが開催されます。今年もメインフェスタ
（地区対抗運動会）や地区対抗野球大会など、3日間を通
して様々なイベントが盛りだくさん！
　今では住民運動会がなくなってしまった市町村も多
い中、七ヶ浜では、地区間の、そして世代間の交流の場と
して現在も開催され
ています。
　詳しい内容につい
ては、全戸配布され
たプログラムをご覧
ください。皆さんぜ
ひ参加しましょう！

＜お米の改良＞

＜おいしい食べ方＞

か すみ

のぶゆき

アラカルト

♪

♪

♪

♪♪

第
19
回
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湊浜子どもの日区民大会湊浜子どもの日区民大会

ドッチボール大会

湊浜子どもの日区民大会

ドッチボール大会
代ヶ崎浜地区 毘沙門様のお歳取り代ヶ崎浜地区 毘沙門様のお歳取り代ヶ崎浜地区 毘沙門様のお歳取り代ヶ崎浜地区 毘沙門様のお歳取り

汐見台地区防災訓練汐見台地区防災訓練

要害地区 ふれあい作品発表会

遠山みこし祭り

要害地区 ふれあい作品発表会

遠山みこし祭り

特
集
特
集地

域
の
き
ず
な

地
域
の
き
ず
な

地
域
の
き
ず
な

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
町
の
こ
と
。

私
た
ち
が
生
ま
れ
た
地
区
の
こ
と
。

私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た

地
区
の
こ
と
。

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
町
の
こ
と
。

私
た
ち
が
生
ま
れ
た
地
区
の
こ
と
。

私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た

地
区
の
こ
と
。
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スポーツフェスタ

花渕浜地区  大根明神祭

菖蒲田浜地区 しめ縄づくり 東宮浜地区 笠岩堂の縁日

遠山・境山地区 フライングシューズ大会

吉田浜獅子舞

スポーツフェスタ

花渕浜地区  大根明神祭

菖蒲田浜地区 しめ縄づくり 東宮浜地区 笠岩堂の縁日

遠山・境山地区 フライングシューズ大会

吉田浜獅子舞

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
町
の
こ
と
。

私
た
ち
が
生
ま
れ
た
地
区
の
こ
と
。

私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た

地
区
の
こ
と
。

私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
く
れ
た
地
区
住
民
の

皆
さ
ん
の
こ
と
。

私
た
ち
を
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
人
の
こ
と
。

　　
今
月
の
特
集
は「
地
域
の
き
ず
な
」。

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
町
の
こ
と
。

私
た
ち
が
生
ま
れ
た
地
区
の
こ
と
。

私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た

地
区
の
こ
と
。

私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
く
れ
た
地
区
住
民
の

皆
さ
ん
の
こ
と
。

私
た
ち
を
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
人
の
こ
と
。

　　
今
月
の
特
集
は「
地
域
の
き
ず
な
」。

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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第

章

昭和34年町制施行時の写真。
何百人もの町民が国旗を持ち町内を巡回。自分たちの町を思い、町民一人ひとりが町の門出を祝いました。

求
め
ら
れ
る

地
域
の
き
ず
な

　　

　　
か
つ
て
日
本
が
農
業
や
漁
業
な
ど
、

第
１
次
産
業
を
中
心
と
し
た
社
会
で

あ
っ
た
時
代
、｢

相
互
扶
助｣

「
お
互

い
さ
ま
」
と
い
っ
た
助
け
合
い
の
精

神
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　｢

子
ど
も
を
地
区
全
体
で
育
て
る｣

、

｢

災
害
時
の
協
力｣

な
ど
、
住
民
同
士

が
力
を
合
わ
せ
助
け
合
う
連
帯
感
は

脈
々
と
地
域
に
根
づ
き
、｢

向
こ
う

三
軒
両
隣
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と

お
り
、
そ
こ
の
地
区
に
誰
が
住
ん
で

い
て
何
を
し
て
い
る
の
か
、
昔
は
す

ぐ
に
わ
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、｢

地
域
の
き
ず

な
が
希
薄
化
し
た
」
、
あ
る
い
は
「
隣

近
所
に
誰
が
住
ん
で
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
言
葉
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
日
本
は
、
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
、
核
家
族
化
な
ど
、

様
々
な
要
因
に
伴
い
住
民
相
互
の
交

流
機
会
は
減
少
。
昔
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
各
地
域
に
あ
っ
た
青
年
団
や

地
区
行
事
な
ど
が
消
滅
の
一
途
を
た

ど
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
次
第
に

薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
独
居
世
帯
の
孤
独
死
、

子
育
て
世
代
の
親
の
孤
立
化
、
高
齢

者
・
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
、
児
童

虐
待
な
ど
、
暗
い
話
題
が
新
聞
紙
上

を
騒
が
せ
、
地
域
生
活
に
不
安
を
感

じ
る
人
た
ち
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
そ
の
地
域

で
生
活
し
て
い
る
人
に
し
か
見
え
な

い
地
域
の
生
活
課
題
で
あ
っ
た
り
、

身
近
な
近
所
付
き
合
い
が
な
け
れ
ば
、

早
期
発
見
や
防
止
が
難
し
い
問
題
で

す
。
隣
人
や
地
区
内
で
の
人
間
関
係

が
形
成
さ
れ
ず
、
地
域
の
求
心
力
が

低
下
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

地
域
内
で
の
人
と
人
と
の
支
え
合
い

や
助
け
合
い
が
、
必
要
不
可
欠
な
社

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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地
区
の
求
心
力
低
下 

必
要
不
可
欠
な
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

昭和34年町制施行時の写真。
何百人もの町民が国旗を持ち町内を巡回。自分たちの町を思い、町民一人ひとりが町の門出を祝いました。

　
近
年
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
き
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
様
々
。
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、

ま
た
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
の
変
容
と
と
も
に
、
人

の
考
え
方
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
様
々
な
社
会
問
題
も
表
面
化
し
て
き
て
い
る
現

代
社
会
。
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
近
年
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
き
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
様
々
。
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、

ま
た
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
の
変
容
と
と
も
に
、
人

の
考
え
方
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
様
々
な
社
会
問
題
も
表
面
化
し
て
き
て
い
る
現

代
社
会
。
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
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◆特集　地域のきずな

　　
ま
た
、
地
方
分
権
や
市
町
村
合
併

が
進
み
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の

原
則
の
も
と
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
、
互
い
に
協
力
し
、
助
け
合

い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
「
住
民
自
治
」
の
力
が
、
今
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
自
治
と
は
、｢

誰
か
が
す
る

だ
ろ
う
」
「
そ
れ
は
行
政
の
仕
事
だ
」

と
無
関
心
で
い
る
の
で
は
な
く
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
考
え
、
皆
と
一
緒

に
よ
り
良
く
し
て
い
く
」
、
そ
し
て

「
行
政
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
」
、
こ
れ
が
「
住

民
自
治
」
で
す
。

　
地
域
で
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
時
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
何
が

で
き
る
か
考
え
て
行
動
す
る
。
必
要

な
ら
行
政
と
協
力
し
て
問
題
を
解
決

す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
地
域
が
住

み
や
す
く
な
り
、
地
域
へ
の
愛
着
が

増
し
、
地
域
全
体
の
価
値
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
行
政
は
厳
し
い
財
政
運
営
に
お
か

れ
、
行
政
だ
け
に
す
べ
て
を
任
せ
る

こ
と
が
事
実
上
困
難
な
時
代
、
地
域

の
課
題
解
決
に
住
民
自
身
が
取
り
組

む
住
民
自
治
と
、
官
民
協
働
の
観
点

が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
き
ま
す
。
　

　
今
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
地
域
福

祉
計
画
。
町
で
は
、
策
定
に
あ
た
り

町
民
の
皆
さ
ま
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
地
域
の

つ
な
が
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
左
記
の
と
お
り(

一
部
抜
粋)

。

　
地
域
づ
く
り
の
重
要
性
を
理
解
し
、

積
極
的
に
地
域
参
画
す
る
方
が
い
る

一
方
、
地
域
参
画
に
消
極
的
な
方
も

少
な
か
ら
ず
お
り
、
七
ヶ
浜
町
に
お

い
て
も
、
住
民
同
士
の
連
携
・
協
同

の
意
識
が
薄
れ
始
め
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
防
犯
、
災
害
時
の
協
力
、
子
育
て
、

環
境
美
化
な
ど
、
私
た
ち
は
ど
こ
か

で
必
ず
、
近
隣
住
民
に
支
え
ら
れ
て

生
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
地
区
を
支
え
、
そ
し
て
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
考
え
を
持
ち
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま

ち
づ
く
り
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地域福祉計画町民アンケート結果

※平成19年12月19日現在の住民データより、20歳以上（平成20年

　1月1日現在）の町民から無作為に抽出した1,000人を対象に実施。

　回答人数478人。

該当数 パーセント 区　分

129 26.99％ 行政に解決してもらうように要求する

102 21.34％ 同じ地区に暮らしている者同士で解決する

93 19.46％ 区長や議員にお願いする

48 10.04％
地域の慣習・しきたり・生活習慣に
基づき解決する

40 8.37％
問題や課題を抱えている当事者同士
で解決する

32 6.69％ 地域のことに熱心な人にお願いする

34 7.11％ 無回答

問）お住まいの地域で生活に関わる問題や課題が生じたら
　　どうしますか？

問）地区行事や活動などに参加・協力していますか？

該当数 パーセント 区　分

200 41.84％ 時々している

107 22.38％ よくしている

81 16.95％ ほとんどしていない

63 13.18％ まったくしていない

21 4.39％ 頻繁にしている

6 1.26％ 無回答

問）地域のつながりは、他の市町村と比べて強いと思います
　　か？

該当数 パーセント 区　分

171 35.77％ 同じくらい

137 28.66％ そう思う

78 16.32％ あまりそう思わない

26 5.44％ そう思わない

25 5.23％ 大変そう思う

41 8.58％ 無回答

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

協
働
と
住
民
自
治



　
住
民
同
士
の
支
え
合
い
や
思
い
や
り
が
必
要
不
可
欠
な

現
代
社
会
。

　
そ
ん
な
中
、
現
在
町
内
各
地
で
は
、
町
の
た
め
に
、
地
区
の

た
め
に
、
そ
し
て
、
地
区
住
民
の
た
め
に
と
、
様
々
な
分
野
で

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
第
２
章
で
は
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
活
躍
す
る
、
町
民
の

皆
さ
ま
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
住
民
同
士
の
支
え
合
い
や
思
い
や
り
が
必
要
不
可
欠
な

現
代
社
会
。

　
そ
ん
な
中
、
現
在
町
内
各
地
で
は
、
町
の
た
め
に
、
地
区
の

た
め
に
、
そ
し
て
、
地
区
住
民
の
た
め
に
と
、
様
々
な
分
野
で

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
第
２
章
で
は
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
活
躍
す
る
、
町
民
の

皆
さ
ま
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　中途失明者である伊藤さん。ですが、地

元男性らとの会話を楽しみに、毎日自宅か

ら多聞山まで徒歩で通っています。
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22
第

章

地
域
を
つ
な
ぐ
人
々

伊藤 久二郎 さん伊藤 久二郎 さん

　中途失明者である伊藤さん。ですが、地

元男性らとの会話を楽しみに、毎日自宅か

ら多聞山まで徒歩で通っています。

松島四大観「多聞山」を美しく！

多聞山展望広場公園を守る会

 

　　
松
島
四
大
観
の
１
つ
で
あ
る
、
美
観

「
多
聞
山
」
。
日
本
三
景
松
島
湾
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
る
県
内
有
数
の
観

光
名
所
に
は
、
季
節
を
問
わ
ず
、
毎
年

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
そ
の
多
聞
山
の
入
口
に
あ
る
展
望
広

場
公
園
に
は
、
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る

た
め
の
駐
車
場
と
、
松
島
湾
を
一
望
で

き
る
広
場
が
あ
り
ま
す
（
写
真
上
）
。

　
そ
の
広
場
で
は
、
地
元
男
性
ら
が
寄

多聞山展望広場公園を守る会多聞山展望広場公園を守る会
　町内外を問わず、多くの観光客が訪れる多聞山。その多聞

山の入口にある展望広場公園に、地元代ヶ崎浜の住民が毎

日集まり、情報交換を行っています。

　そこでは、昔ながらの「住民同士のつながり」が今も営ま

れています。

松島四大観「多聞山」を美しく！

松島四大観の１つ多聞山。多聞山展望広場公園には、地元の男性が数名集まり、毎日情報交
換をしています。

20
年
前
か
ら
続
く

地
元
男
性
ら
の
集
い
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▼清掃活動に励む鈴木清作さん。
　園内や駐車場を皆で毎日掃除します。

赤間 貞夫 さん 赤間 胞男 さん

interview

 多聞山に来て６年

になります。毎日仲

間に会って、雑談す

ることが、私の生き

がいになっています。

　体が動く限りは

通い続けたいと思

います。

 多聞山に足を運ん

で10年になります。

皆と会話すること

が楽しみで毎日来

ています。

　新緑の季節など、

空気もおいしいし、

私の安らぎの場です。

り
合
い
語
り
合
う
会
が
、
約
20
年
前
か

ら
毎
日
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
朝
９
時
30
分
ご
ろ
に
な
る
と
、
地

元
の
男
性
が
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
、
自

動
車
や
徒
歩
で
広
場
に
集
ま
り
は
じ
め

ま
す
。
集
ま
る
と
、
ま
ず
園
内
の
ご
み

を
皆
で
拾
い
は
じ
め
ま
す
。
そ
し
て
清

掃
活
動
が
一
段
落
す
る
と
、
園
内
に
あ

る
ベ
ン
チ
に
腰
を
掛
け
、
正
午
ま
で
、

全
員
で
世
間
話
な
ど
の
井
戸
端
会
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

　　
「
雨
の
日
以
外
、
毎
日
午
前
中
足
を

運
び
、
皆
で
世
間
話
を
し
て
い
ま
す
。

朝
に
新
鮮
な
空
気
を
吸
っ
て
日
光
浴
を

し
て
。
天
候
が
良
い
日
は
、
遠
く
に
金

華
山
も
見
え
る
ん
で
す
。
毎
日
多
聞
山

に
通
い
続
け
、
仲
間
と
話
す
こ
と
が
私

の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
参

加
者
の
１
人
、
伊
藤
久
二
郎
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　
多
聞
山
に
地
元
の
方
々
が
集
ま
り
だ

し
た
の
は
、
多
聞
山
展
望
広
場
公
園
が

完
成
し
た
約
20
年
前
。
伊
藤
さ
ん
が
多

聞
山
へ
毎
日
の
よ
う
に
散
歩
し
て
い
る

う
ち
に
、
自
然
と
仲
間
が
集
ま
り
、
男

性
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
雑
談
か
だ
っ
て
、
皆
で
笑
う
こ
と

が
と
て
も
良
い
こ
と
な
ん
で
す
。
健
康

に
も
良
い
ん
で
す
よ
。
こ
こ
に
来
て
、

う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
を
聞
く
だ
け
で
も
、

心
が
さ
わ
や
か
に
な
る
ん
で
す
」
と
晴

れ
や
か
な
伊
藤
さ
ん
。

　
ま
た
、
園
内
の
清
掃
活
動
に
も
精
力

的
で
、
自
前
の
は
さ
み
、
ご
み
袋
な
ど

を
準
備
し
、
園
内
の
清
掃
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
「
松
島
四
大
観
の
１

つ
、
多
聞
山
の
景
観
を
守
り
、
人
の
た

め
、
世
の
た
め
に
、
体
の
動
く
限
り
は

続
け
て
い
き
た
い
」
と
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
一
般
的
に
、
地
域
活
動
に
消
極
的
と

言
わ
れ
て
い
る
男
性
で
す
が
、
多
聞
山

で
は
、
毎
日
男
同
士
が
寄
り
集
ま
り
、

地
元
住
民
同
士
の
き
ず
な
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

仲
間
と
の
雑
談
が
生
き
が
い



▼湊浜公民分館長 江口 龍市 さん

湊
浜
子
ど
も
の
日
区
民
大
会

湊
浜
子
ど
も
の
日
区
民
大
会

湊
浜
子
ど
も
の
日
区
民
大
会

　
５
月
10
日
、
五
月
晴
れ
の
澄
み
切

っ
た
青
空
の
下
、
湊
浜
児
童
公
園
に

地
区
住
民
が
集
ま
り
ま
す
。
毎
年
５

月
の
初
旬
、
湊
浜
地
区
伝
統
の
運
動

会
「
湊
浜
子
ど
も
の
日
区
民
大
会
」
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
区
住
民
の
交
流
・

ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、
湊
浜
公
民
分

館
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
55
回
を
数
え
る
伝
統
の
運
動

会
で
す
。
第
１
回
目
は
、
集
団
移
転

前
の
旧
湊
浜
地
区
の
浜
辺
で
行
わ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　｢

私
た
ち
湊
浜
で
育
っ
た
人
間
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
こ
の
大
会
に
参
加
し
、

地
区
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
。
今
は
そ
の
恩
返
し
の
つ
も
り

で
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
」
と
公
民

分
館
長
の
江
口
龍
市
さ
ん
。

　
昔
は
子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
よ
う

と
い
う
趣
旨
の
企
画
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
全
区
民
対

象
の
運
動
会
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年

住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
に
参
加
す
る
条
件
の
１
つ
と

し
て
、
参
加
者
全
員
が
自
分
の
名
前

入
り
の
は
ち
ま
き
を
巻
き
、
大
会
に

参
加
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
は
ち
ま
き
を
巻
く

こ
と
で
、
住
民
同
士
が
お
互
い
の
顔

と
名
前
を
覚
え
、
安
心
・
安
全
な
地

区
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

 

「
大
人
が
子
ど
も
の
名
前
を
覚
え
る
。

そ
し
て
子
ど
も
も
大
人
の
名
前
を
覚

え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
お
互
い
の

顔
が
わ
か
り
、
地
区
の
ま
と
ま
り
が

さ
ら
に
強
く
な
る
。
ま
た
、
地
区
全

地
区
住
民
が
触
れ
合
う
　

伝
統
の
運
動
会

は
ち
ま
き
を
巻
き

お
互
い
の
顔
と
名
前
を
覚
え
る
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は
ち
ま
き
が
地
区
住
民
の
心
を
を
つ
な
ぐ

　
湊
浜
地
区
で
は
、
地
区
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
よ
う
と
、毎
年
手
づ
く
り
の
運
動
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
参
加
者
全
員
が
名
前
入
り
の
「
は
ち
ま
き
」
を

巻
き
競
技
に
参
加
。
お
互
い
の
顔
と
名
前
を
覚
え
、
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

  

は
ち
ま
き
が
地
区
住
民
の
心
を
を
つ
な
ぐ

大会のオープニング競技「くす玉わり」。

子どもたちチームとおじいちゃん・おばあちゃんチームの対決です。

大会のオープニング競技「くす玉わり」。

子どもたちチームとおじいちゃん・おばあちゃんチームの対決です。
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て
い
ま
す
。
「
お
か
げ
さ
ま
で
盛
大

に
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
あ
り
が
た
い
。
今
後
も
継
続
し

て
ほ
し
い
」
と
江
口
さ
ん
。

　
平
成
20
年
度
に
は
町
内
12
地
区
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
各
種
行
事
（
右

図
参
照
）
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、

各
地
区
の
地
域
づ
く
り
・
仲
間
づ
く

り
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
各
地
区
の
様
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
に
よ
る
住
民
同
士
の
き
ず
な

づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地区名 事　業　名 　　と　　き　　 と　こ　ろ

湊浜
①第54回湊浜
　こどもの日区民大会
②第44回湊浜納涼盆踊り大会

①5月3日（土）

②8月2日（土）
湊浜児童公園

松ヶ浜 ①松ヶ浜区民夏まつり
②仙台弁かるたとり大会

①年8月23日（土）
②平成21年1月25日(日)

①松の川集会場前
②松の川集会場

菖蒲田浜 菖蒲田浜夏祭り 7月26日（土） 菖蒲田浜漁協前

花渕浜
①第24回花渕浜区民夏祭り
②第10回花渕浜公民分館祭り

①7月26日（土）
②2月8日（日）

①花渕浜公民分館前
②花渕浜公民分館

吉田浜 第13回吉田浜
リフレッシュ夏まつり

8月3日（日） 吉田浜コミュニティセンター

代ヶ崎浜
①代ヶ崎浜いきいきサロン
②鯉のぼりふれあい活動
③代ヶ崎浜夏祭り

①毎月第2、第3水曜日
②5月～6月の1ヶ月間
③8月2日（土）

①代ヶ崎浜公民分館

②③西地区児童公園

東宮浜 東宮浜地区夏祭り 8月9日(土) 東宮浜公民分館

遠山公民分館

要害・御林 ①要害 要害夏まつり
②御林区ボーリング大会

①8月3日（日）
②10月18日（土）

①要害児童遊園
②ボーリング場

境山 境山ふれあい祭り 7月26日（土） 境山公民分館および区内全域

遠山 遠山夏まつり 8月9日（土） 　　　

汐見台

汐見台南

汐見台地区第24回夏祭り

（汐見台・汐見台南共催）
8月23日（土） 汐見台第2分館前

多目的広場

＜補助金を活用して行われた平成20年度の各地区事業一覧＞

▼はちまきを巻き大会に参加する星さんご家族。

▲競技後は、皆さんそろってお昼ご飯。

  住民同士のきずなを深めます。

　
町
で
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
「
安
心
・

元
気
な
地
域
社
会
づ
く
り
補
助
金
」

を
創
設
。
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
促
進
や
地
区
の
活
性
化
を
ね
ら

い
と
し
、
各
地
区
主
体
で
行
わ
れ
る

お
祭
り
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
寄
与
す
る
事
業
に
最
大
30
万
円
の

補
助
を
行
う
制
度
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
湊
浜
子
ど
も
の
日
区
民
大
会
に
お

い
て
も
補
助
金
が
有
効
活
用
さ
れ
、

大
会
主
催
者
や
参
加
住
民
に
喜
ば
れ

体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
と
い
う

意
味
も
あ
る
。
町
外
か
ら
湊
浜
に
移

り
住
ん
で
き
た
人
な
ど
、
こ
の
大
会

を
通
し
て
地
区
に
慣
れ
て
も
ら
い
た
い
」

と
江
口
さ
ん
。

 

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
配
布
さ
れ
る

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
「
子
ど
も
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

湊
浜
の
宝
。
名
前
を
覚
え
て
ね
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
お
年
寄
り
と
子
ど

も
た
ち
を
地
区
全
体
で
見
守
っ
て
い

こ
う
と
い
う
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。    

　｢

子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
、

高
齢
者
の
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
し

て
行
け
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
」

と
江
口
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
近
年
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
運

動
会
や
お
祭
り
な
ど
、
地
区
住
民
が
一

同
に
集
う
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
中
、

湊
浜
地
区
で
は
、
地
区
住
民
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
よ
う
と
、
多
く
の
住
民

の
方
の
支
え
と
地
区
を
思
う
心
で
、
毎

年
手
づ
く
り
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、

住
民
同
士
が
き
ず
な
を
深
め
て
い
ま
す
。

安
心
・
元
気
な
補
助
金
で

地
区
を
活
性
化



▲クラブでは、桜のせん定作業を毎年行っています。

ボランティアクラブ会長 

　　鈴木 德松さん 

ボランティアクラブ会長 

　　鈴木 德松さん 
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そ
ん
な
考
え
か
ら
結
成
さ
れ
た
の
が
、

吉
田
浜
地
区
の
住
民
で
組
織
す
る
「
吉

田
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ(

以
下
ク

ラ
ブ)

」
で
す
。

　｢

自
主
防
災
や
宮
城
県
沖
地
震
が
騒

が
れ
て
い
る
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
の
が
始
ま
り
」
と
会
長
の
鈴
木
德

松
さ
ん
。
自
分
た
ち
の
地
区
は
自
分
た

ち
の
手
で
と
、
災
害
時
に
お
け
る
高
齢

者
世
帯
の
見
回
り
な
ど
地
区
の
安
全
を

防
災
や
環
境
整
備

自
分
た
ち
の
地
区
は

自
分
た
ち
で

吉
田
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

吉
田
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

吉
田
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

自
分
た
ち
の
地
区
は
自
分
た
ち
の
手
で
！！

自
分
た
ち
の
地
区
は
自
分
た
ち
の
手
で
！！

　
吉
田
浜
地
区
で
は
、地
元
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
吉

田
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
手
で
地
区
の
お
手
伝
い
を
」
。
そ
の
パ
ワ
ー

の
源
は
、
地
区
へ
の
愛
情
、
そ
し
て
地
元
住
民
と
し
て
の
責

任
感
で
す
。

地
区
へ
の
愛
情
が

活
動
の
原
動
力

守
ろ
う
と
、

平
成
18
年
５
月
に
結
成
。

　
発
足
当
時
は
10
名
で
ス
タ
ー
ト
。

地
区
住
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

現
在
で
は
、
30
代
か
ら
70
代
ま
で
の

総
勢
21
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

様
々
な
面
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し

よ
う
と
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
も
登
録
。
そ
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
や
夏
祭
り
の
お
手

伝
い
な
ど
、
多
方
面
か
ら
地
域
づ
く
り

を
支
え
て
い
ま
す
。

　

�
「
自
分
た
ち
の
地
区
の
こ
と
は
自
分

た
ち
で
。
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
ま

す
」
と
鈴
木
さ
ん
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
３
月
、
地
元
君

ヶ
岡
公
園
で
桜
の
せ
ん
定
作
業
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
前
塚
浜
に
あ
る
ハ
マ
ボ

ウ
フ
ウ
畑
の
手
入
れ
と
い
っ
た
環
境
整

備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
君
ヶ
岡
公
園
は
吉
田
浜
地
区
の
顔
。

自
分
た
ち
の
庭
を
き
れ
い
に
す
る
よ
う

な
も
の
な
ん
で
す
。
自
分
た
ち
が
や
ら

な
く
て
誰
が
す
る
と
い
う
気
概
で
お
手

　
近
い
将
来
、
必
ず
発
生
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
宮
城
県
沖
地
震
。
今
後
30
年

の
間
に
発
生
す
る
確
率
は
99
％
。
急
速

に
進
む
高
齢
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
き
て
い
る
現
在
、
災
害
が
発
生

し
た
ら
、
果
た
し
て
家
族
や
隣
人
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
　

吉田浜ボランティアクラブの皆さん。この日は、コミュニティセンターで 　開催される夏祭りのため、七夕づくりや草刈を行いました。吉田浜ボランティアクラブの皆さん。この日は、コミュニティセンターで 　開催される夏祭りのため、七夕づくりや草刈を行いました。
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稲妻 一枝 さん　　　  

interview

 メンバーの方に誘われ、

地区のために、無理のな

い程度でお手伝いでき

ると思い参加しました。

　ボランティアクラブ

の一員として、吉田浜地

区のために今後もお手

伝いを続けていきたい

と思います。

鈴木 英夫 さん　
　　　 

 吉田浜を少しでも良く

したいと思い、設立当時

から参加しています。　

　自分たちの地区吉田浜

のために、体が動くうち

は少しでも協力していき

たいと思います。

仁田 二雄 さん

 設立当時から参加し、

いろいろとお手伝いを

やらせてもらっています。

　ハマボウフウの会の

お手伝いや公民分館の

草刈など、自分たちの出

来る範囲でお手伝いを

しています。少しでも地

区のお役にたてればと

思います。

伝
い
し
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
。
　

　
桜
の
名
所
と
し
て
毎
年
多
く
の
観
光

客
が
足
を
運
ぶ
君
ヶ
岡
公
園
。
地
元
が

誇
る
観
光
名
所
を
整
備
し
、
観
光
客
を

温
か
く
迎
え
入
れ
よ
う
と
、
せ
ん
定
作

業
な
ど
、
園
内
の
整
備
を
数
年
前
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
前
の
せ
ん
定
作
業
の
際
も
、

午
後
２
時
で
終
わ
る
予
定
が
、
６
時
近

く
ま
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
も
う

や
め
よ
う
と
言
っ
た
ん
で
す
が
、
皆
な

か
な
か
聞
か
な
い
ん
で
す(

笑
）
。
皆

好
き
で
や
っ
て
い
る
か
ら
、
最
後
ま
で

や
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
ん
で
す
よ
」

と
鈴
木
さ
ん
は
に
っ
こ
り
。
地
区
を
愛

す
る
心
が
皆
さ
ん
の
原
動
力
と
な
っ
て

　

い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
夏

に
な
る
と
地
区
の

夏
祭
り
の
お
手
伝
い
。
短
冊
な
ど
を
事

前
に
自
分
た
ち
で
作
り
七
夕
を
作
っ
た

り
、
祭
り
会
場
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
草
刈
を
し
た
り
と
、
皆
さ

ん
地
元
の
た
め
に
と
、
い
き
い
き
と
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
偉
く
も
な
ん
と

も
な
い
。
お
手
伝
い
を
し
て
や
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
ん
で
す
。
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い

る
こ
と
は
、
昔
な
ら
誰
も
が
や
っ
て
い

た
普
通
の
お
手
伝
い
。
皆
そ
う
考
え
て

活
動
し
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
。
地

元
を
思
う
心
と
強
い
責
任
感
で
、
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
、
地
区
を
影
か
ら
支
え
て

い
ま
す
。

　
「
住
民
同
士
の
助
け
合
い
や
思
い
や

り
を
大
切
に
し
、
今
後
も
皆
で
協
力
し

な
が
ら
、
地
区
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
す
。

つぎ　お

吉田浜ボランティアクラブの皆さん。この日は、コミュニティセンターで 　開催される夏祭りのため、七夕づくりや草刈を行いました。吉田浜ボランティアクラブの皆さん。この日は、コミュニティセンターで 　開催される夏祭りのため、七夕づくりや草刈を行いました。



　
毎
月
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
家
で
は
大
き
な
声
を
出
せ
な

い
け
ど
、
サ
ロ
ン
で
は
歌
を
歌
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
私
も
年
で
す
が
、
お

か
げ
さ
ま
で
病
気
も
な
く
元
気
で

す
。

　
皆
の
顔
を
見
る
の
が
一
番
の

楽
し
み
。
足
腰
を
動
か
す
ゲ
ー
ム

な
ど
と
て
も
楽
し
い
。
家
に
い
る

よ
り
も
、
皆
の
顔
を
見
て
笑
っ
た

り
、
語
り
合
っ
た
り
す
る
の
が
と

て
も
良
い
で
す
。

相澤 ゑちの さん 伊藤 かしく さん

interview

い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
ヶ
崎

い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
ヶ
崎

い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
ヶ
崎
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地
区
住
民
が
作
る
手
づ
く
り
の
介
護
予
防
教
室

　
代
ヶ
崎
浜
で
は
、
地
区
住
民
が
主
導
す
る
介
護
予
防
教
室
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン(

以
下
サ
ロ
ン)

」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
で
は
、
助
け
合
い
や
思
い
や
り
、
そ
し
て
地
区
の
き
ず

な
を
大
切
に
し
、
参
加
者
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
い

き
い
き
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
住
民
主
体
の
サ
ロ
ン
を
取
材
し
ま

し
た
。

　

地
区
住
民
が
作
る
手
づ
く
り
の
介
護
予
防
教
室

サロンのボランティア事務局。写真左から、

伊藤光義さん、伊藤芳蔵さん、齋藤忠雄さん。

サロンのボランティア事務局。写真左から、

伊藤光義さん、伊藤芳蔵さん、齋藤忠雄さん。

区
民
に
よ
る
区
民
の
た
め
の

介
護
予
防
教
室

進
む
少
子
高
齢
化

地
区
全
体
で
支
え
合
う

▲「困ったときはお互い助け合い」と運転

　手の齋藤忠雄さん。自宅が遠い方や足

　腰が悪い方を、男性ボランティアが毎

　回送迎しています。

　　
代
ヶ
崎
浜
地
区
に
介
護
予
防
教
室

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
で
き
た
の

は
、
平
成
14
年
５
月
。
当
時
民
生
委

員
を
し
て
い
た
、
伊
藤
芳
蔵
さ
ん
（
サ

ロ
ン
事
務
局
長
）
や
伊
藤
光
義
区
長

（
サ
ロ
ン
会
長
）
ら
が
中
心
と
な
り

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
民
生
委
員
時
代
、
お
年
寄
り
の

方
々
が
、
日
中
何
も
せ
ず
一
日
を
過

ご
し
て
い
る
光
景
を
見
て
き
ま
し
た

た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
、
近
い
将
来
、
寝
た
き
り
や
認

知
症
の
方
が
多
く
な
る
の
で
は
と
危

機
感
を
感
じ
、
代
ヶ
崎
で
も
自
分
た

ち
の
手
で
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し

よ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
伊
藤
事
務

局
長
。

　
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
区
の
総
会

に
諮
り
、
住
民
に
声
を
か
け
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
す
ぐ
に
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
サ
ロ
ン
は
、
参
加
者
約
30
名
、

地
元
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
30
名
で

運
営
さ
れ
て
お
り
、
毎
月
第
２
、
４

水
曜
日
、
代
ヶ
崎
浜
公
民
分
館
で
開

催
さ
れ
、
地
区
住
民
の
交
流
の
場
と

し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
他
の
地
区
の

介
護
予
防
教
室
と
明
ら
か
に
異
な
る

点
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
組
織
化
さ

れ
、
し
っ
か
り
と
サ
ロ
ン
に
根
づ
い

て
い
る
こ
と
。

　
サ
ロ
ン
の
企
画
・
運
営
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
、
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
指
導

を
は
じ
め
、
朗
読
の
補
助
や
公
民
分

館
へ
の
送
迎
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
範
囲
で
の
協
力
を
惜
し
ま
ず
、

皆
で
サ
ロ
ン
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
皆
の
元
気
な
姿
を
見
て
、
自
分

も
元
気
に
な
れ
る
。
人
を
幸
せ
に
し

て
、
自
分
も
幸
せ
に
な
る
と
い
う
考

え
で
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
」
と
伊

藤
事
務
局
長
。

　
ま
た
、
毎
回
サ
ロ
ン
で
は
、
女
性

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
食
材
を

持
ち
寄
り
、
参
加
者
全
員
に
昼
食
を

振
る
舞
っ
て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
を
は
じ
め
、
多
く
の
参
加

者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
１
人
、
佐
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藤
貞
子
さ
ん
（
写
真
下
・
前
列
右
）

は
、
「
参
加
者
の
方
々
に
毎
回
笑
顔

で
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
サ
ロ
ン
は
私

た
ち
の
生
き
が
い
。
参
加
者
の
笑
顔

が
、
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
財
産

な
ん
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
一
方
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
毎

回
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、

最
高
齢
で
92
歳
の
方
も
元
気
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
何
よ
り
近
所

の
方
々
と
顔
を
合
わ
せ
、
世
間
話
や

孫
自
慢
な
ど
の
「
お
茶
飲
み
話
」
を

す
る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
と
話
し

ま
す
。
サ
ロ
ン
の
参
加
者
、
そ
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
お
互
い
の
元
気
の
源
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
「
少
子
高
齢
化
の
時
代
、
地
区
の

き
ず
な
を
大
切
に
し
、
皆
と
一
緒
に

地
区
全
体
で
支
え
あ
っ
て
い
き
た
い
」

そ
ん
な
区
民
の
思
い
が
、
サ
ロ
ン
に

は
溢
れ
て
い
ま
す
。

　　
町
内
13
地
区
で
最
も
高
齢
化
率
が

高
い
代
ヶ
崎
浜
地
区
。
で
す
が
、
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
最
も
大
切
な
、

住
民
同
士
の
助
け
合
い
、
思
い
や
り
、

そ
し
て
地
区
の
強
い
き
ず
な
が
、
サ

ロ
ン
に
は
根
づ
い
て
い
ま
す
。

　
「
一
昔
前
ま
で
、
代
ヶ
崎
浜
で
は

海
苔
屋
が
大
半
で
し
た
。
皆
団
結
力

が
あ
っ
て
、
一
つ
の
家
族
の
よ
う
で

し
た
。
で
す
が
、
現
在
は
職
業
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
、
近
所
づ
き
あ
い
も

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
サ
ロ

ン
は
地
域
住
民
の
連
帯
感
を
生
み
、

住
民
同
士
が
助
け
合
う
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
設
立
し
て
８
年
目

で
す
が
、
今
は
一
つ
の
家
族
の
よ
う

で
す
」
と
伊
藤
事
務
局
長
は
目
を
細

め
ま
す
。

　
区
民
が
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
よ
う
に
―
。
代
ヶ
崎
浜
い
き
い

き
サ
ロ
ン
は
、
昔
な
が
ら
の
住
民
同

士
の
思
い
や
り
、
助
け
合
い
の
精
神

で
運
営
さ
れ
、
そ
れ
を
参
加
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
共
有
し
、

笑
顔
で
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

ボランティアの方々による運動指導。参加者もボランティアの方々も一緒になって運動を楽しみます。

代
ヶ
崎
浜
区
民
が

１
つ
の
家
族
の
よ
う
に

ボランティアの方々による運動指導。参加者もボランティアの方々も一緒になって運動を楽しみます。

▲手づくりの昼食を作る女性ボランティアの皆さん。

　多くの区民の協力により、サロンは支えられています。　



育
児
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　「
い
な
か
っ
ぺ
」

育
児
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　「
い
な
か
っ
ぺ
」

町
内
に
広
が
る
子
育
て
の
輪

町
内
に
広
が
る
子
育
て
の
輪

育
児
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　「
い
な
か
っ
ぺ
」

　
松
ヶ
浜
に
あ
る
松
の
川
集
会
所
で
は
、
毎
週
水
曜
日
、
町
内
の
親
子
が
参
加
す

る
子
育
て
サ
ー
ク
ル「
い
な
か
っ
ぺ
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
20
年
前
か
ら
続
く
住
民
主
体
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
は
、
親
同
士
が
育
児
の

悩
み
や
不
安
を
相
談
。
子
育
て
の
孤
立
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
同
年
代
の
子
を
持

つ
親
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
ま
す
。
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少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
現

代
社
会
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、
子

ど
も
の
健
康
や
発
育
な
ど
、
親
の
悩
み

や
不
安
も
多
種
多
様
化
し
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
様
々
な
子
育
て
の
要
望
に

応
え
よ
う
と
、
平
成
18
年
４
月
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
親
子
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
相
談
な
ど
、
頑
張
る
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
親
同
士
が
子
育
て
の

悩
み
や
不
安
を
語
り
合
う
、
住
民
主
体

の
草
の
根
サ
ー
ク
ル
が
松
の
川
集
会
所

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
集
会
所
で
は
、

毎
週
水
曜
日
、
町
内
の
親
子
が
集
ま
る

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
い
な
か
っ
ぺ
」
が

約
20
年
前
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

　
い
な
か
っ
ぺ
は
、
当
時
の
湊
浜
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
「
子
育
て
の
息
抜
き
に
、

お
茶
飲
み
話
で
も
し
ま
し
ょ
う
！
」
と

集
ま
っ
た
の
が
始
ま
り
。
以
降
、
住
民

主
体
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
現

在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
い
な
か
っ
ぺ
は
主
に
、
未
就
学
児
と

そ
の
親
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

町
内
の
み
な
ら
ず
、
大
代
地
区
な
ど
、

町
外
に
住
む
親
子
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
。
活
動
の
テ

ー
マ
に｢

井
戸
端
会
議
。
そ
し
て
子
ど

も
た
ち
と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
！
」
を
掲

げ
、
息
抜
き
を
兼
ね
て
、
参
加
者
同
士

が
情
報
交
換
を
行
い
、
同
年
代
の
子
を

持
つ
親
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
ま
す
。

毎週水曜日、松の川集会所で行われているいなかっぺ。

この日は夏休み期間ということもあり、お兄ちゃん・お姉ちゃんたちも参加。皆で楽しく活動しています。

毎週水曜日、松の川集会所で行われているいなかっぺ。

この日は夏休み期間ということもあり、お兄ちゃん・お姉ちゃんたちも参加。皆で楽しく活動しています。

20
年
前
か
ら
続
く
子
育
て
の
輪



親
子
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動

ミ
ニ
遠
足
も

塩釜エスプの空中庭園での水遊び。町外にも足を運び、

皆で楽しく活動しています。

塩釜エスプの空中庭園での水遊び。町外にも足を運び、

皆で楽しく活動しています。

わ 

こ

渡辺 和子さん

　　 萌加ちゃん

わ  こ

も  か 

を
受
け
止
め
、
気
軽
に
相
談
を
し
た

り
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、
参
加
者

の
精
神
的
な
支
え
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
　

　
「
同
年
代
の
子
を
持
つ
お
母
さ

ん
方
と
知
り
合
い
に
な
れ
て
、

と
て
も
心
強
い
で
す
。
近
所

に
子
ど
も
が
少
な
い
の
で
、

サ
ー
ク
ル
に
来
る
の
を
親

子
と
も
ど
も
毎
回
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

の
お
母
さ
ん
方
。

　
サ
ー
ク
ル
で
は
、
子
ど

も
服
の
安
い
お
店
や
楽
し

く
遊
べ
る
場
所
、

ま
た
、
子
ど
も
の

け
が
や
病
気
に
つ
い

て
の
相
談
な
ど
、
子
育
て
に

関
す
る
様
々
な
会
話
が
飛
び

交
い
ま
す
。

　
「
お
嫁
に
き
た
お
母
さ

ん
な
ど
、
人
脈
を
広
げ
る

意
味
で
も
、
興
味
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。
お
茶
飲
み
で
も
し

な
が
ら
、
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
で
も
し
ま
し
ょ
う
」
と

渡
辺
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て
の

不
安
を
分
か
ち
合
い
、
一
緒
に

皆
で
笑
い
ま
し
ょ
う
！
そ
ん
な
思

い
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
共
有
し
、

毎
週
笑
顔
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
　

　

　
 intervie

w
佐藤 志津 さん　

はるか ちゃん

佐藤 志津 さん　

はるか ちゃん

川村 麻美 さん　

龍 くん 翔 くん

 去年の9月にサークルに入り

ました。知り合いの方が通って

いて、自分も通いはじめました。

子どもと近い年齢の子がいる

ことがありがたいし、子ど

もの成長を毎回感じるこ

とができます。

　また、子育てにつ

いての情報も、他の

お母さんたちから聞

けるので、いろいろ

と助かっています。

　　　
「
毎
日
家
事
や
育
児
の
合
間
を
見
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
息
抜
き
と
情
報
交
換
を

目
的
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち

の
出
来
る
範
囲
で
、
楽
し
み
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
」
と
い
な
か
っ
ぺ
代
表

の
渡
辺
和
子
さ
ん
。
２
児
の
母
親
で
あ

る
渡
辺
さ
ん
も
、
２
年
前
か
ら
サ
ー
ク

ル
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　
い
な
か
っ
ぺ
で
は
現
在
、
８
組
の
親

子
が
参
加
。
松
ヶ
浜
地
区
だ
け
で
は
な

く
、
遠
山
や
汐
見
台
な
ど
、
町
内
各
地

区
か
ら
親
子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
集
会
所
で
は
毎
週
、
簡
単
な
工
作
や

運
動
な
ど
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
め
る

内
容
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
近
く
に
な
る
と
リ
ー
ス
、
七
夕

の
季
節
な
ら
短
冊
な
ど
と
、
季
節
に
沿

っ
た
、
子
ど
も
が
作
れ
る
も
の
を
皆
で

楽
し
く
作
っ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
集
会
所
内
の
活
動
だ
け
で
は

な
く
、
中
央
公
民
館
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

広
場
や
町
外
に
も
足
を
運
び
、
参
加
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
い
ま
す
。
　
 

「
１
人
で
ど
こ
か
に
行
こ
う
と
思
っ

て
も
、
な
か
な
か
お
っ
く
う
に
な
り
行

け
な
い
の
で
す
が
、
皆
が
集
ま
る
こ
と

で
、
気
軽
に
外
に
遊
び
に
行
け
る
ん
で

す
」
と
渡
辺
さ
ん
は
に
っ
こ
り
。
自
分

た
ち
の
出
来
る
範
囲
で
と
、
楽
し
く
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
孤
立
し
た
中
で
育
児
不
安
を
抱
え
込

ん
で
し
ま
う
親
が
全
国
的
に
増
え
て
い

る
中
、
い
な
か
っ
ぺ
で
は
、
親
の
不
安

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
共
有

サ
ー
ク
ル
が
精
神
的
な
支
え
に

 去年の11月から参加して

います。中央公民館に掲示

されていた張り紙を見て

サークルに参加しました。

　　近い年代の子ども

たちと一緒に遊べる

ので、子どもも毎回

大喜びです。お母さ

ん同士で、子育て以

外のお話もたくさ

んできて楽しく、そ

して安心感があります。23● 広報しちがはま　21.10.123● 広報しちがはま　21.10.1
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吉
田
浜
獅
子
舞

２
頭
の
獅
子
が
地
域
を
つ
な
ぐ
！

吉
田
浜
獅
子
舞

吉
田
浜
獅
子
舞

２
頭
の
獅
子
が
地
域
を
つ
な
ぐ
！

獅
子
舞
で
地
区
を
元
気
良
く
！

年
に
一
度
、
２
頭
の
獅
子
が
吉
田
浜
地
区
の
家
々
を
練
り
歩
く

「
吉
田
浜
獅
子
舞
」。

１
２
０
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
吉
田
浜
獅
子
舞
は
、
地
区
住
民

と
の
強
い
き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
つ
な
が
り

こ
れ
か
ら
も
大
切
に

地
元
に
活
気
を
！

吉
田
浜
獅
子
舞
保
存
会
が

地
区
を
盛
り
上
げ
る

　　｢

本
日
は
御
祭
礼
に
つ
き
ま
し
て
大

壇
福
悪
魔
払
い
１
万
８
千
８
百
人
ば
か

り
参
り
ま
し
た
～
！
」
。
４
月
12
日
の

早
朝
、
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
吉
田
浜

地
区
に
響
き
渡
る
。
毎
年
、
旧
暦
３
月

17
日(

そ
の
前
後
の
日
曜
日)

の
吉
田
神

社
大
祭
の
日
に
、
２
頭
の
獅
子
が
吉
田

浜
の
家
々
を
練
り
歩
く
、
吉
田
浜
地
区

の
お
祭
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　
吉
田
浜
獅
子
舞
は
、
明
治
初
期
、
地

元
漁
民
が
石
巻
の
渡
波
地
方
か
ら
持
ち

帰
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
漁
、
家

内
安
全
、
悪
魔
払
い
を
祈
願
し
、
地
区

内
約
２
７
０
世
帯
を
練
り
歩
く
年
に
一

度
の
お
祭
り
で
、
１
２
０
年
以
上
も
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
獅
子
の
舞
に
あ
わ

せ
た
歌
と
太
鼓
、
そ
し
て
鋭
い
笛
の
音

で

、

毎
年
地
区

住
民
を
楽

し

ま

せ

て

い
ま
す
。

　
こ
の
２
頭
の
獅
子
を
操
る
の
が
、
「
吉

田
浜
獅
子
舞
保
存
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

地
区
内
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い

の
も
と
に
参
加
し
た
、
地
区
出
身
者
の

方
々
で
組
織
す
る
会
で
す
。

　
「
吉
田
浜
を
元
気
良
く
、
活
気
の
あ

る
地
区
に
し
た
い
し
、
そ
う
な
っ
て
ほ

し
い
。
年
に
一
度
の
お
祭
り
な
の
で
、

み
ん
な
で
楽
し
く
や
っ
て
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
メ
ン
バ
ー
の
１
人
、
阿
部
慎

也
さ
ん
。
阿
部
さ
ん
を
は
じ
め
、
幼
少

の
頃
か
ら
獅
子
舞
を
間
近
で
見
て
育
っ

た
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
、
祭
り
の
日
、

町
内
、
町
外
か
ら
続
々
と
地
元
に
駆
け

つ
け
ま
す
。

　
朝
６
時
、
吉
田
神
社
で
地
元
の
人
々

が
見
守
る
中
、
獅
子
舞
に
よ
る
奉
納
の

舞
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
お
祭
り
が
ス

タ
ー
ト
。
「
毎
年
こ
の
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
」
と
地
元
の
人
々
も
温
か
く

見
守
り
ま
す
。

　
舞
が
終
わ
る
と
、
赤
と
緑
の
獅
子
が

２
組
に
わ
か
れ
て
地
区
へ
と
繰
り
出
し

ま
す
。
地
区
に
出
る
と
、
笛
と
太
鼓
の

陽
気
な
音
色
に
誘
わ
れ
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
や
住
民
が
道
路
に
顔
を
出
し
ま

す
。
ま
た
、
行
く
先
々
、
待
っ
て
ま
し

た
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
迎
え
酒
を
だ

し
た
り
、
お
に
ぎ
り
を
だ
し
た
り
、
ど

こ
の
ご
家
庭
も
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
を

ね
ぎ
ら
い
、
笑
顔
で
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
れ
ま
す
。

　
「
毎
年
毎
年
、
住
民
の
方
々
の
お
も

て
な
し
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
阿
部

さ
ん
。
ま
た
、
地
区
住
民
と
の
触
れ
合

い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
家
々
を
ま
わ
っ
て
い
る
と
、

「
あ
ん
だ
、
ど
こ
ど
こ
の
息
子
だ

よ
な
～
。
毎
年
ご
苦
労
さ
ん
！
」
な
ど
、

毎
回
声
を
か
け
ら
れ
る
ん
で
す
。
そ
う

い
っ
た
つ
な
が
り
と
い
う
も
の
が
、
と

て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

地
区
の
人
が
お
互
い
の
顔
を
知
っ
て
る

っ
て
、
な
ん
か
安
心
し
ま
す
よ
ね
。
都

会
に
は
な
い
、
そ
う
い
う
地
区
内
の
つ

な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
ん
で

す
」

阿部 慎也 さん阿部 慎也 さん

吉田浜獅子舞保存会の皆さん吉田浜獅子舞保存会の皆さん
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吉
田
浜
獅
子
舞
は
以
前
、
地
元
の
青

年
団
の
方
々
が
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
青
年
団
が
消
滅
。

一
時
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
有
志
の
若
者
た
ち
が
集
ま
り
、
昭

和
60
年
に
保
存
会
を
発
足
。
地
区
が
ひ

と
つ
に
な
れ
る
お
祭
り
を
続
け
て
い
こ

う
と
、
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
存
会
に
も
時
代
の
波
が

押
し
寄
せ
ま
す
。
「
近
年
、
後
継
者
が

入
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
。
保
存
会
も
平

均
年
齢
が
40
歳
前
後
。
若
い
人
た
ち
に

ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
、
若

さ
で
地
区
を
か
き
ま
わ
し
て
ほ
し
い
ん

だ
け
ど
ね
。
自
分
た
ち
が
年
老
い
て
亡

く
な
っ
て
も
、
今
後
何
百
年
と
続
け
て

ほ
し
い
ん
で
す
」
と
阿
部
さ
ん
は
現
状

を
話
し
ま
す
。
　

　　
し
ば
ら
く
地
区
を
ま
わ
っ
て
い
る
と
、

「
次
の
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
毎
年
獅

子
舞
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
く

れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
阿
部
さ
ん
。

　
と
あ
る
１
軒
の
家
に
到
着
す
る
と
、

保
存
会
の
皆
さ
ん
が
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

元
気
に
し
っ
た
か
～
？
ま
た
今
年
も
来

た
よ
～
」
と
、
座
敷
に
入
り
、
杖
を
つ

い
て
歩
く
の
が
や
っ
と
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
、
軒
先
ま
で
や
さ
し
く
エ
ス
コ
ー

ト
。
そ
し
て
獅
子
舞
で
、
や
さ
し
く
頭

を
が
ぶ
り
（
写
真
左
）
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
佐
藤
た
け

さ
ん
（
93
歳
）
。
旦
那
さ
ん
に
先
立
た

れ
、
今
は
１
人
暮
ら
し
の
佐
藤
さ
ん
に

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
元
気
し
っ
た
か
～
？
」

「
体
の
調
子
は
ど
う
？
大
丈
夫
？
」
と

皆
さ
ん
が
や
さ
し
く
声
を
掛
け
ま
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
獅
子
舞
に
噛
ま
れ
て

も
う
70
年
に
も
な
る
ん
で
す
。
私
は
１

月
か
ら
３
月
の
間
、
仙
台
の
娘
の
と
こ

ろ
さ
住
ん
で
る
ん
だ
け
ど
、
毎
年
４
月
、

獅
子
舞
を
見
た
く
て
七
ヶ
浜
さ
帰
っ
て

く
る
ん
で
す
。
今
年
も
見
れ
て
安
心
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
保
存
会
の
皆
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
「
こ

こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
、
毎
年

獅
子
舞
を
待
っ
て
て
く
れ
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思

う
し
、
自
分
た
ち
も
一
生
懸
命
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
」

　
獅
子
舞
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が

い
る
―
。
そ
の
熱
い
思
い
を
胸
に
秘
め
、

保
存
会
の
皆
さ
ん
は
、
獅
子
舞

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
区

民
の
た
め
、
生
ま
れ
育

っ
た
地
区
の
た
め
、
そ

し
て
、
地
区
の
き
ず

な
の
た
め
に
、
毎
年

地
区
を
練
り
歩

き
ま
す
。

獅
子
舞
を

待
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る

獅
子
舞
を
後
世
に

今
後
、
何
百
年
と
続
く
よ
う
に

佐藤 たけ さん佐藤 たけ さん

太鼓、笛、囃子、歌い手、招き、獅子の各担当者がおり、2組に分かれて地区を練り歩く。

行く先々で、地区住民が温かく迎え入れてくれます。

太鼓、笛、囃子、歌い手、招き、獅子の各担当者がおり、2組に分かれて地区を練り歩く。

行く先々で、地区住民が温かく迎え入れてくれます。

はや　しはや　し
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地
元
を
愛
す
る
若
者
に
よ
る
地
域
参
画

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
そ
の
数
を
減
ら
し
て
い
る
青
年
団
組
織
。
次
代

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
若
者
の
地
元
離
れ
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
松
ヶ
浜
地
区
で
は
、
今
も
な
お
青
年
団
組
織
が
し
っ
か
り
と

地
区
に
根
づ
き
、地
元
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

地
元
を
愛
す
る
若
者
に
よ
る
地
域
参
画

青
年
団
組
織
の
減
少 

求
め
ら
れ
る

若
年
層
の
地
域
参
画

し
て

地
元
の
１
人
と
し
て

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

松
ヶ
浜
青
年
会

松ヶ浜青年会 会長 星 和則さん

松ヶ浜青年会の皆さん松ヶ浜青年会の皆さん

　　　
か
つ
て
、
日
本
の
全
国
各
地
で
組

織
さ
れ
て
い
た
「
青
年
団
」
。
昭
和

20
年
代
の
４
０
０
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、

全
国
の
団
数
・
団
員
数
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
都
市
部
へ

の
人
口
流
出
に
よ
り
、
地
方
の
若
者

が
都
市
部
へ
流
出
。
ま
た
、
近
年
で

は
、
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

と
い
っ
た
理
由
に
よ
り
、
地
元
に
感

心
を
持
た
な
い
若
者
が
増
加
。
地
区

内
に
住
む
若
者
同
士
の
つ
な
が
り
や
、

地
区
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
青
年
団
の
減
少
は
、
本
町
に
お
い

て
も
例
外
で
は
な
く
、
一
昔
前
は
、

町
内
の
各
地
区
で
組
織
さ
れ
て
い
た

青
年
団
も
、
現
在
は
１
団
体
の
み
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
若
者
の
参
画

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
勢
の
中
、
松
ヶ
浜
地
区

で
は
、
現
在
で
も
地
元
有
志
の
若
者

が
集
ま
る
「
松
ヶ
浜
青
年
会(

以
下
青

年
会)

」
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
会
は
現
在
、
18
歳
か
ら
45
歳

ま
で
の
男
性
16
名
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
地
区
内
の
夏
祭
り
の
企
画
・
運

営
と
い
っ
た
地
域
活
動
を
は
じ
め
、

正
月
に
は
松
ヶ
浜
地
区
内
の
家
々
を

ま
わ
る
獅
子
舞
な
ど
、
伝
統
文
化
の

保
存
・
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

　　　
毎
年
８
月
に
行
わ
れ
る
松
ヶ
浜
地

区
の
夏
祭
り
。
青
年
会
で
は
、
舞
台

設
営
や
出
店
な
ど
、
裏
方
と
し
て
地

元
の
祭
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

　｢

自
分
た
ち
の
力
で
、
地
区
を
活
性

化
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
、

会
長
の
星
和
則
さ
ん
。
近
年
、
地
元

に
無
関
心
な
若
者
が
増
え
る
一
方
、

｢

自
分
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
地
区
の

た
め
に
」
と
メ
ン
バ
ー
全
員
が
強
い

郷
土
愛
を
持
ち
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
出
店
で
は
、｢

い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

と
威
勢
の
良
い
声
が
飛
び
交
い
、
店

内
は
活
気
に
満
ち
、
ま
た
、
買
い
物

客
と
世
間
話
を
す
る
な
ど
、
地
元
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
忘

れ
ま
せ
ん
。

き
　
　

ぐ
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活気溢れる青年会の出店。

若い力で地元の祭りを支えています。

　｢

青
年
会
に
入
る
と
、
先
輩
・
後
輩

の
つ
な
が
り
は
も
ち
ろ
ん
、
地
区
内

の
様
々
な
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る

こ
と
が
自
分
の
プ
ラ
ス
に
な
る
。
地

元
の
人
間
と
し
て
の
責
任
感
が
生
ま

れ
ま
す
」
と
笑
顔
の
星
さ
ん
。

　
青
年
会
の
中
で
も
、
下
は
10
代
か

ら
上
は
40
代
と
、
自
然
に
世
代
間
交

流
が
進
む
ほ
か
、
何
よ
り
、
地
区
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

れ
る
こ
と
が
魅
力
と
、
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
は
や
る
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
「
松
ヶ
浜
に
生
ま
れ
た
人
間
と
し

て
、
今
後
も
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
活
気
の
あ
る
青

年
会
に
も
、
後
継
者
不
足
と
い
う
問

題
が
影
を
落
と
し
ま
す
。

　
「
昔
は
30
前
後
で
辞
め
る
人
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
会
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
現
在
も
お

手
伝
い
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
メ
ン

バ
ー
の
１
人
、
鈴
木
龍
也
さ
ん
。

　
時
代
の
変
化
と
と
も
に
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
青
年
団
組
織
。

松
ヶ
浜
地
区
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各

地
で
は
「
若
者
の
地
域
参
画
」
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
大
き
な
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鈴木 龍也 さん (45歳)

菊田 正樹 さん (31歳)

鈴木 健太 さん (20歳)

interview

 17歳の頃から参加し、

かれこれ28年活動して

います。長年参加して思

うことは、地区の様々な

人たちとの交流ができ

るということ。

　同じ地区に住んでい

ても、お互い顔も知らな

いという方もいると思いますが、松ヶ浜に住んでい

る以上、区民の一人として、協力しあって何事も行

っていきたいと思います。

 兄に誘われたのがきっ

かけで参加しました。青

年会の活動はとても楽

しいです。どんどん若い

人たちに入ってきても

らいたいと思います。会

の活動をしていると、幅

広い年代の方々と知り

合いになれ、地区内にたくさん知り合いができ、人

脈を広げることができます。

　また、自分たちの活動が地区の活性化になればと

思って活動しています。今後も、地区の様々な年代

の方々と関わりを持ち、地区の活性化のために頑張

りたいと思います。

　16歳の時から参加し

ています。青年会に入って、

今まで以上に地区の皆

さんとのコミュニケ－

ションを図ることがで

きました。また、会の先

輩方との良い関係を築

くこともでき、地元の人

間としての責任感が高まりました。

　最初、青年会に入る前はとてもおっくうでしたが、

いざ参加してみると、良き先輩方のおかげで、自分

自身、１人の人間としてとても成長することができ

ました。地区の若い皆さんも、ぜひ顔を出してみて

ください！

活気溢れる青年会の出店。

若い力で地元の祭りを支えています。

た
つ
　

や

たつ  や
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今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
地
区
を
思
い
、
町
を
思
う
多
く
の
方
々
と

出
会
い
ま
し
た
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
だ
か
ら
、
自
分
を
育
て
て
く

れ
た
地
区
だ
か
ら
と
、
町
を
愛
し
、
地
区
を
愛
し
、
そ
し
て
住
民
を
愛

し
、
人
と
人
と
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
今
回
お
会
い
し
た
皆
さ
ん
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
や
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
町
や
地
区
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
を
簡
単
に
書
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
地
区
を
思
い
、
町
を
思
う
多
く
の
方
々
と

出
会
い
ま
し
た
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
だ
か
ら
、
自
分
を
育
て
て
く

れ
た
地
区
だ
か
ら
と
、
町
を
愛
し
、
地
区
を
愛
し
、
そ
し
て
住
民
を
愛

し
、
人
と
人
と
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
今
回
お
会
い
し
た
皆
さ
ん
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
や
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
町
や
地
区
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
を
簡
単
に
書
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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写真：役場屋上より太平洋を望む

～取材を終えて～

　今月号の特集のテーマは「地域のきずな」。地方分権や道州制の議

論も進む中、住民と行政協働のまちづくりはもとより、住民の皆さ

んが主体となってまちづくりに参画する「住民自治」が、今後のまち

づくりに大きな役割を果たしていきます。

　現代の日本社会では、前述のとおり、まちづくりの根本となる「人

と人とのつながり」が薄れ、「自分さえ良ければいい」などといった、

他人に無関心な人間が増えています。また、毎日の仕事や育児など

に追われ、心になかなか余裕が持てない私たちの生活。地域活動に

参加したくとも、参加できない方も多いのが現状であると思います。

　でも、ちょっと一息ついて、私たちが住んでいる地区や住民の皆

さんを改めて見てみてください。普段何気なく行われている地区の

行事が、実は住民の心をつないでいたり、地区の安心・安全につなが

っていたりと、私たちの日常生活が、実は多くの住民の皆さんに支

えられていることに気がつきます。

　広報担当として１年半、町内各地区へ取材に赴き、様々な方と出

会いお話を聞くと、町民の皆さんのある思いを肌で感じることがで

きます。その思いとは、ずばり「郷土愛」です。「町や地区が自分たち

に何をしてくれるのか」ではなく、「自分たちが町や地区のために何

ができるのか」を常に考え、地元を愛する心と責任感を持ち、皆さん

活動しています。地区のため、区民のためにと、多くの方が汗を流す

姿を取材する度に、感謝の気持ちで一杯になります。

　「私たちの生活は、どこかで必ず誰かに支えられている」。家族や

友人をはじめ、地域の方々の深い愛情や支えのおかげで、今の自分

たちがいる。いつしか忘れてしまうその大切なことを、町民の皆さ

んはいつでも私に教えてくれます。

　地域のつながりと聞き、何も構える必要はありません。近所を歩

いて誰かとすれ違ったら、「こんにちは」とまずはあいさつをしてみ

る。日ごろのささいなあいさつも、立派な地域づくりの一つです。肩

肘はらず、まずは自分ができる範囲で地域参画をしてみる。今回の

特集を読み、少しでもそのように思っていただけたら幸いです。

　町長期総合計画のテーマに掲げる「心ゆたかなまち」。「未来への

財産として、愛すべき地域社会を皆で創っていく」という思いが込

められています。私たちのまち、しちがはまの地域の力で、「心ゆた

かなまち」を私たち一人ひとりが創っていきましょう。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広報担当

◆◆
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役場代表番号

 議会事務局

 総　務　課

 防災対策室

 財　政　課

 政　策　課

　教育総務課

　建設課（管理係）

　　　　（施設係）

　産業課（水産商工係）

　　　　（農政係）

公共機関等電話番号

357-2111
357-7435
357-7436�
357-7437�
357-7438�
357-7439�
357-7440�
357-7441�
357-7442
357-7443
357-7444

　町民課（戸籍住民係）
　　　　（国保年金係）
　地域包括支援センター
　健康増進課（高齢者福祉係）
　　　　　　（保健指導係）
　地域福祉課
　会　計　課
　税務課（固定資産税係）
　　　　（住民税係）
　町税等徴収特別対策室
　環境生活課

357-7445
357-7446
�

357-7448�
357-7449�
357-7450�
357-7451�
357-7452
357-7453
357-7454

　子育て支援センター
　水道事業所（上水道係）
　　　　　　（下水道係）
　　　　　　（施設係）
中央公民館
老人福祉センター「浜風」
勤労青少年ホーム
働く婦人の家
歴史資料館
七ヶ浜国際村
アクアリーナ

357-7455
357-7456�
357-7457
357-7458�
357-3302�
357-4976�

�
365-5567
357-5931
357-7890

357-7920
357-3303
357-5031
357-3866
357-2607
366-0444
362-7731
366-6141

357-6039�

357-7447357-7447357-7447

357-4977357-4977357-4977

357-4796357-4796357-4796

アクアゆめクラブ
元気茶屋(ミニデイ)
町民プール�
図書センター
給食センター
遠山保育所
汐見保育所
まつぼっくり広場
あ さ ひ 園
社会福祉協議会
シルバー人材センター

　
10
月
の
納
税（
納
期
限
11
月
２
日
）

　
今
月
は
、
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
３
期
、

国
民
健
康
保
険
税
４
期
、介
護
保
険
料
４
期
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
４
期
で
、
納
期
限

は
11
月
２
日(

月)

で
す
。
納
期
限
ま
で
納
付

さ
れ
な
い
場
合
、
督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

　
策
室
ま
で

　
新
築
家
屋
な
ど
の
評
価
調
査

　
平
成
21
年
中
に
完
成
す
る
新
築
・
増
築
家

屋
を
対
象
に
評
価
調
査
を
行
い
ま
す
。
税
務

課
職
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
評
価
調
査
に
該
当
す
る
方
で
、
日
中
不
在

が
ち
の
場
合
は
事
前
に
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

　
係
ま
で

　
夜
間
の
町
税
等
納
税
窓
口
開
設

　
町
税
な
ど
に
関
す
る
納
付
・
納
税
相
談
を

毎
月
最
終
木
曜
日
午
後
８
時
ま
で
開
設
し

て
お
り
ま
す
。
今
月
は
次
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
。

　
●
と
　
き
　
10
月
29
日（
木
）

　
　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

　
策
室
ま
で

対
象
者
は
、
国
保
の
被
保
険
者
と
し
て
国
保

と
同
様
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
※
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
退
職
者
医

　
　
療
制
度
の
対
象
者
は
64
歳
ま
で
に
な

　
　
り
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
人
は
、
一
般

　
　
の
国
保
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

<

退
職
さ
れ
た
本
人>

　
①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　
②
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
年
金

　
　
を
受
け
ら
れ
、加
入
期
間
が
20
年
以
上
、

　
　
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ
る

　
　
方
を「
退
職
被
保
険
者
」と
し
て
い
ま
す
。

<

退
職
者
の
被
扶
養
者>

　
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、「
退
職
被

保
険
者
」
と
同
じ
世
帯
で
、
次
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
は
、
被
扶
養
者
と
し
て
退
職

者
医
療
制
度
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
①
祖
父
母
等
直
系
尊
属
　

　
②
配
偶
者(

内
縁
で
も
よ
い)

　
③
子
、
孫
、
弟
妹
第
３
親
等
内
の
親
族
　

　
④
内
縁
の
配
偶
者
の
父
母
、子

　
　(

た
だ
し
、
年
収
が
１
３
０
万
円
未
満

　
　
の
方
「
60
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
者

　
　
の
方
は
１
８
０
万
円
未
満
の
方
」
が
対

　
　
象)

●
手
続
き
は
お
早
め
に

　
「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
届
出
は
、
皆
さ
ん

の
国
保
の
財
源
に
も
深
く
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
の
で
と
て
も
重
要
で
す
。

　
な
お
、
新
た
に
年
金
を
受
給
し
た
方
に
、

町
か
ら
「
退
職
者
医
療
に
つ
い
て
」
と
い
う

通
知
が
届
き
ま
す
。14
日
以
内
に
、
印
鑑
、
年

金
証
書
、
保
険
証
を
持
参
し
て
、
役
場
町
民

課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
課
ま
で

　
退
職
者
医
療
制
度
を

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
退
職
し
た
方
が
職
場
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
）
を
脱
退
し
、
一
般
的
に
慢
性
疾
患
な

ど
医
療
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
く
る
年
齢

で
国
保
に
加
入
す
る
と
、
国
保
の
負
担
が
と

て
も
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
保
の
運
営
が
健
全
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
職
場
を
退
職
し
た
方
々
の
医
療

費
は
、
社
会
保
険
の
保
険
者
が
共
同
で
負
担

し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
、
退
職
者
医

療
制
度
と
い
い
ま
す
。退
職
者
医
療
制
度
の

　
国
民
健
康
保
険
出
産
育
児

　
一
時
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　　
国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
が
、
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
の
出
産
に
つ
い
て
35
万
円
か
ら
39

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。(

産
科
医
療

補
償
制
度
に
登
録
の
場
合
は
42
万
円)

。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
課
ま
で
　

357
７
４
５
３

357
７
４
５
１

357
７
４
５
３

357
７
４
４
６

357
７
４
４
６
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■
行
政
相
談

　
行
政(

国･

県･

町)

に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
星
　 

初
枝
（
菖
）

■
人
権
相
談

　
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
伊
藤 

せ
い
子（
代
）

　
　
星
　 

德
光
（
菖
）

　
　
村
上 

妙
子
（
境
）

    

髙
原 

重
輝
（
汐
）

　
　
引
地 

淑
子
（
花
）�

■
生
活
相
談

　
生
活
上
の
心
配
事
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
各
地
区
の
民
生
委
員

※
行
政･

人
権･

生
活
相
談
は
次
の
と
お
り

　
と
　
き
　
10
月
13
日（
火
）、11
月
10
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

  

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

■
無
料
法
律
相
談(

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す)

　
と
　
き
　
11
月
10
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分（
一
人
30
分
）

  

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す(

先
着
順)

。

　
　
ご
予
約
は
総
務
課
ま
で

■
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
村
上 

妙
子
（
境
）

　
と
　
き
　
10
月
１
日
、５
日
、８
日
、16
日
、19
日
、

　
　
　
　
　
　
22
日
、26
日
、29
日
、11
月
２
日
、５
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
と
こ
ろ
　
役
場
相
談
室

　
お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
課
ま
で

■
身
体
障
害
者
相
談

　
障
害
の
悩
み
や
社
会
保
障
制
度
の
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
伊
藤
榮
勢
男
（
代
）

　
　
川
村
　
矩
子
（
遠
）

　
　
星
　
　
好
男
（
東
）

■
知
的
障
害
者
相
談

　
知
的
障
害
者
の
生
活
等
に
関
す
る
相
談

　
●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　
　
木
　
正
俊
（
松
）

暮
ら
し
の
相
談
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

357
２
４
２
６

357
２
８
１
４

357
２
４
７
８

366
２
８
６
７

357
４
０
５
５

357
２
８
０
１

357
２
５
４
６

363
２
２
２
４

362
１
３
９
４

357
２
３
１
４

357
７
４
３
６

357
７
４
４
３

え

せ

お

の
り

こ

た
も

き

　
離
職
し
た
と
き
は
国
民
年
金
の

　
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　
会
社
を
辞
め
た
と
き
は
国
民
年
金
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
離
職
さ
れ
た
と
き
は
、

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
）
か
ら
第
１

号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
）
へ
の
変
更
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、配
偶
者
を
扶
養
し
て
い
た
場
合
は
、

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
も
、
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
へ
の
変
更
の
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。　

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
定
額
で
月
額
１

４
６
６
０
円
（
平
成
21
年
度
）
で
す
。
手
続
き

後
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

納
付
す
る
か
、
口
座
振
替
な
ど
の
方
法
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
月
々
の
保
険
料
の
納
付
が

　
難
し
い
と
き
は
　

　
　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
い
な
ど

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

　
難
な
場
合
に
、
ご
本
人
の
申
請
手
続
に
よ

　
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制

　
度
が
あ
り
ま
す
。
特
に
退
職
（
失
業
）
に
よ

　
り
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
特
例
免
除

　
が
申
請
で
き
ま
す
。　

　
　
免
除
に
該
当
す
る
に
は
、本
人
・
配
偶
者
・

　
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で

　
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
退
職
（
失
業
）

　
に
よ
る
特
例
を
利
用
し
た
場
合
に
は
、
離

　
職
し
た
方
の
前
年
所
得
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
　
特
例
免
除
は
申
請
す
る
年
度
ま
た
は

　
前
年
度
に
お
け
る
退
職
（
失
業
）
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
の
国
民
年
金
窓
口
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　

<

持
参
す
る
も
の>

　
①
年
金
手
帳

　
②
認
め
印

　
　(

本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

　
③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
ま
た
は
、

　
　
離
職
票

●
免
除
と
未
納
で
は
こ
う
違
い
ま
す

　
□
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

　
　
将
来
の
老
齢
年
金
の
年
金
額
に
、
保
険

　
　
料
を
納
付
し
た
場
合
と
比
較
し
て
２

　
　
分
の
１
計
算
で
加
算
さ
れ
ま
す
（
こ
れ

　
　
ま
で
３
分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
て

　
　
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
４
月
以
降
の

　
　
免
除
期
間
か
ら
は
２
分
の
１
と
し
て

　
　
計
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）。

　
□
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

　
　
の
障
害
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡

　
　
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
万

　
　
一
の
年
金
請
求
の
際
、
免
除
期
間
に
つ

　
　
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

　
□
10
年
の
間
で
あ
れ
ば
、
再
就
職
後
な
ど

　
　
資
力
が
回
復
し
た
と
き
に
納
め
る
こ

　
　
と
も
で
き
ま
す
（
承
認
を
受
け
た
期
間

　
　
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目

　
　
以
降
に
納
付
す
る
と
き
は
経
過
期
間

　
　
に
応
じ
て
、
当
時
の
金
額
に
加
算
額
が

　
　
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）。

　
再
就
職
ま
で
の
間
と
思
っ
て
未
納
に
し

て
お
く
と
、ま
さ
か
の
事
故
や
病
気
の
と
き
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
保
障
が
受
け
ら

れ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
は
、

ま
ず
は
免
除
申
請
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
社
会
保
険
事

　
務
所
ま
で
　

　
国
民
年
金
に
は
30
歳
未
満
を
対
象

　
と
し
た
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な
い

若
年
層
（
20
歳
台
）
の
方
が
、
保
険
料
免
除
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
将
来
、
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
保
険
料
の
後
払
い
が

で
き
る
制
度
が
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

で
す
。　

　
お
申
込
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国

民
年
金
窓
口
に
年
金
手
帳
を
持
参
し
て
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
制
度
が
適
用
さ
れ
た
場
合
は
、
次
の
よ
う

　
に
扱
わ
れ
ま
す
。

　
□
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資

　
　
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年

　
　
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
25
年

　
　
の
期
間
の
ほ
か
、
不
慮
の
事
態
が
生
じ

　
　
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

　
　
年
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
□
10
年
の
間
に
後
払
い
（
追
納
）
が
で
き

　
　
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
納
付
で
き
る
よ

　
　
う
に
な
っ
た
と
き
は
後
払
い
（
追
納
）

　
　
す
る
こ
と
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

　
　
礎
年
金
を
減
額
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
承
認
を
受
け
た

　
　
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

　
　
度
目
以
降
に
納
付
す
る
と
き
は
経
過

　
　
期
間
に
応
じ
て
、
当
時
の
金
額
に
加
算

　
　
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）。

※
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

　
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付

　
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
社
会
保
険
事

　
務
所
ま
で

257
６
１
１
５

257
６
１
１
５
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デ
ジ
サ
ポ
宮
城 

地
デ
ジ
説
明
会

　
総
務
省
で
は
高
齢
者
向
け
に
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
楽
し
む
た
め
、
七
ヶ
浜
町
内
の

公
民
分
館
に
お
い
て
地
デ
ジ
説
明
会（
無
料
）

を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で
は
、
可
能
な
限
り

個
別
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア

ン
テ
ナ
な
ど
の
展
示
、
説
明
も
行
っ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
説
明
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総

　
務
省
宮
城
県
テ
レ
ビ
受
診
者
支
援
セ
ン

　
タ
ー
ま
で

　
地
デ
ジ
全
般
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　
　 

０
５
７
０
―
０
７
―
０
１
０
１

　
水
道
水
の
出
具
合
が
減
少
し
ま
す

　
君
ヶ
岡
配
水
池
の
水
道
管
老
朽
化
に
よ
り
、

り
、
配
管
設
備
の
更
新
工
事
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
影
響
に
よ
り
、
水
圧
と
流
水
量

が
一
時
的
に
減
少
し
ま
す
。
ご
不
便
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
10
月
下
旬
の
１
日
の
み

　
　
　
　
　
　
午
後
９
時
～
午
前
５
時

　
※
対
象
世
帯
に
は
事
前
に
直
接
通
知
を

　
　
行
い
ま
す
。

　
●
対
象
地
区
　
亦
楽
地
区
　
１
９
３
戸

　
　
　
　
　
　

　
吉
田
浜
地
区
　
45
戸
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
事
業
所
施
設
係

　
ま
で

357
７
４
５
８

357
７
４
４
７

　
元
気
茶
屋
祭
り

　
元
気
茶
屋
で
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
65
歳
以
上
の
方
が
週
１
回
通
い
、
転
倒
予

防
の
運
動
や
認
知
症
予
防
の
脳
ト
レ
、
作
品

づ
く
り
な
ど
を
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
行

っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
今
年
も
次
の
と
お
り
「
元
気
茶
屋
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
の
方
や
ご
興

味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　
●
と
　
き
　
10
月
17
日（
土
）　

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
●
と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
浜
風
」

　
●
内
　
容
　
利
用
者
に
よ
る
歌
、
ハ
ン
ド

　
　
ベ
ル
演
奏
、踊
り
、作
品
展
示
な
ど

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
内
地
域

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
　

721
０
３
１
７

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償
給
付

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
世
帯
（
生
活
保
護
な
ど
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除

と
な
っ
て
い
る
世
帯
）
に
対
し
て
、
簡
易
チ

ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
、

を
、10
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
支
援
の
申
込
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
診
契
約

を
結
び
、
全
額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
支
援
は
現
物
支
給
で

す
の
で
、
ご
自
身
で
購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ

ー
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の
費
用
を
精
算
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ

　
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　
　
　
　
０
５
７
０-

０
３
３
８
４
０

　
心
に
病
を
も
つ
人
の
家
族
会

　
ご
家
族
の
心
の
病
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分

た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

　
家
族
会
で
は
、
勉
強
会
や
懇
談
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
い
や
し
の
場
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
●
と
　
き
　
10
月
29
日（
木
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
水
道
事
業
所
２
階
会
議
室

　
●
内
　
容
　
勉
強
会
・
懇
談
会

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
保
健
指

　
導
係
ま
で
　

357
７
４
４
８

357
７
４
５
４

と　き

10月3日(土） 午前10時～午前11時

10月3日(土） 午後1時～午後2時

10月3日(土） 午後3時30分～午後4時30分

10月10日(土） 午前10時～午前11時

10月10日(土） 午後1時～午後2時

10月10日(土） 午後3時30分～午後4時30分

10月17日(土） 午前10時～午後11時

10月17日(土） 午後1時～午後2時

10月17日(土） 午後3時30分～午後4時30分

ところ

亦楽公民分館

代ヶ崎浜公民分館

東宮浜公民分館

花渕浜公民分館

汐見台南第1集会所

湊浜公民分館

松の川集会所

遠山公民分館

境山公民分館

定 員

50

50

50

60

50

30

100

200

100

＜説明会日程＞ 

　
七
ヶ
浜
町
文
化
協
会
25
周
年
記
念

　
第
24
回
「
文
化
祭
」

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
●
と
　
き
　
10
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
　

　
●
と
こ
ろ
　
七
ヶ
浜
国
際
村(

入
場
無
料
）

　
●
内
　
容
　
舞
台
公
演
お
よ
び
展
示
発
表

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
協
会
事
務
局

　
金
森
さ
ん
ま
で
　

　

357
２
６
８
２

　
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
排
出
方
法
に

　
ご
協
力
を

　
中
身
が
入
っ
た
ま
ま
の
ス
プ
レ
ー
缶
や

カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
を
そ
の
ま

ま
ご
み
収
集
に
出
す
と
、
ご
み
収
集
車
や
ご

み
処
理
施
設
で
の
火
災
事
故
の
原
因
と
な
り
、

大
変
危
険
で
す
。
排
出
方
法
を
守
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
必
ず
中
身
を
出
し
切
り
、
缶
に
穴
を
開

　
　
け
、ガ
ス
を
完
全
に
抜
く
。

　
②
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
、
着
火
装
置
か

　
　
ら
の
乾
電
池
は
完
全
に
抜
き
取
る
。

　
③
引
火
性
危
険
物
は
排
出
禁
止
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で
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み
ち
の
く
・
み
や
ぎ
矯
正
展

　
●
と
　
き
　
11
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
●
と
こ
ろ
　
宮
城
刑
務
所
　

　
●
内
　
容
　
宮
城
刑
務
所
内
見
学
、
受
刑

　
　
者
の
食
事
体
験
、
刑
務
作
業
体
験
、
作

　
　
業
製
品
展
示
・
即
売
、
ち
び
っ
こ
刑
務

　
　
官
写
真
撮
影
会
な
ど
　

　
※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
法
務
省
仙
台
矯
正
管

　
区
作
業
課
ま
で
　

286
３
７
１
５

　
乾
燥
汚
泥(

肥
料)

無
料
配
布

　
家
庭
菜
園
や
園
芸
な
ど
に
乾
燥
汚
泥
を

肥
料
と
し
て
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
取
り

に
こ
ら
れ
る
方
に
限
り
、
無
料
で
配
布
い
た

し
ま
す
。予
約
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

　
●
内
　
容
　
乾
燥
粒
上
　
１
袋
10
㎏

　
　
　
　
　
　（
１
人
５
袋
ま
で
）　

　
●
配
布
期
間
　

　
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く)

　

　
　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
30
分

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
環
境
組
合

　
ま
で
　

363
２
７
７
７

　
宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

　「
学
校
公
開
」

　
視
覚
支
援
学
校
の
教
育
内
容
を
一
般
の

方
に
も
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
見
え
に

く
さ
で
悩
ん
で
い
る
方
な
ど
ど
な
た
で
も

お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。　

　
●
と
　
き
　
10
月
20
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
　

　
●
と
こ
ろ
　
宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

　
●
内
　
容
　
公
開
授
業
、
視
覚
補
助
具
や

　
　
点
字
な
ど
の
紹
介
、全
盲
・
弱
視
体
験

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
立
視
覚
支
援

　
学
校
教
育
支
援
相
談
部
ま
で
　
　

234
６
３
３
３

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

予
防
接
種
の
助
成

　
町
で
は
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接
種
費
用
４
０

０
０
円
の
う
ち
２
０
０
０
円
を
町
が
負
担

い
た
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
初
冬
か
ら

春
先
で
、
こ
こ
数
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
死
亡
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
予
防
の
た
め
に
も
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
申
し
込

み
さ
れ
て
な
い
方
は
、
下
記
に
よ
り
申
し
込

み
願
い
ま
す
。

　
●
対
　
象
　
町
内
在
住
で
予
防
接
種
実

　
　
施
期
間
内
に
65
歳
以
上
に
な
る
方

　
※
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能
に

　
　
重
い
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
予
防
接

　
　
種
実
施
期
間
内
に
60
歳
以
上
に
な
る

　
　
方
も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
●
自
己
負
担
金
　
２
０
０
０
円

　
●
実
施
期
間
　
　

　
　
10
月
１
日
～
平
成
22
年
１
月
31
日

　
●
実
施
場
所
　
町
内
お
よ
び
隣
接
市
町

　
　
　
　
　
　
　
の
指
定
医
療
機
関

　
●
実
施
方
法
　
町
発
行
の
所
定
用
紙
に

　
　
自
己
負
担
金
を
添
え
て
医
療
機
関
に

　
　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
申
込
方
法
　
健
康
増
進
課
窓
口
に
て

　
　
申
し
込
み
さ
れ
る
か
、
電
話
に
て
ご
連

　
　
絡
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
本
人
も

　
　
し
く
は
そ
の
家
族
に
限
り
ま
す
。

　
※
発
行
し
た
個
人
票
は
再
発
行
し
ま
せ

　
　
ん
の
で
、
な
く
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し

　
　
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
保
健
指

　
導
係
ま
で
　

357
７
４
４
８

　
各
種
医
療
費
助
成
の
手
続
き
は

　
お
済
み
で
す
か
？

　　
各
種
医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
「
受
給
者
証
」
の
登
録
（
更
新
）
が
必

要
で
す
。
ま
だ
登
録
（
更
新
）
申
請
を
済
ま
せ

て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
申
請
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

<

乳
幼
児
医
療
費>

　
　
入
通
院
と
も
に
０
歳
児
か
ら
小
学
校

　
就
学
前
ま
で
（
６
歳
の
誕
生
日
以
後
、
最

　
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
方
が
対
象
と
な

　
り
ま
す
。

<

心
身
障
害
者
医
療
費>

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
お
よ
び

　
３
級
（
内
部
障
害
）
を
所
持
す
る
方
、
療
育

　
手
帳
Ａ
を
所
持
す
る
方
、
特
別
児
童
扶
養

　
手
当
１
級
に
該
当
す
る
方
な
ど
に
医
療

　
費
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

<

母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費>

　
　
母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
（
18
歳
の
年

　
度
末
ま
で
）
お
よ
び
そ
の
児
童
を
扶
養
す

　
る
母
、
父
が
対
象
医
療
費
の
自
己
負
担
額

　
か
ら
１
レ
セ
プ
ト
ご
と
に
１
０
０
０
円（
入

　
院
の
場
合
２
０
０
０
円
）
を
控
除
し
た
額

　
を
助
成
し
ま
す
。

●
所
得
制
限
に
つ
い
て

　
　
各
種
医
療
費
助
成
に
は
所
得
制
限
が

　
あ
り
、
保
護
者
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以

　
上
の
場
合
、
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

　
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
１
月
１
日
に
町
外
に
住
所
を
有

　
し
て
い
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町
村

　
か
ら
平
成
21
年
度
の
所
得
証
明
書
（
医
療

　
費
助
成
用
）
を
取
っ
て
き
て
い
た
だ
く
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
福
祉
課
社
会
福

　
祉
係
ま
で

357
７
４
４
９

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
ホ
イ
！

　
し
ち
が
は
ま

　　
「
介
護
予
防
や
福
祉
施
設
で
活
か
せ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
習
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
11
月
１
日（
日
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
　

　
●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　

　
●
対
　
象
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
　
　
　
　
興
味
の
あ
る
方
　

　
●
定
　
員
　
70
名
　

　
●
費
　
用
　
一
般
１
５
０
０
円

　
　（
県
レ
ク
協
会
会
員
８
０
０
円
）　

　
●
講
　
師
　

　
　
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　
　
小
池 

和
幸 

氏
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
七
ヶ
浜
町
社
会
福
祉

　
協
議
会
ま
で
　

　

357
４
７
９
６
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七ヶ浜町民バス　ぐるりんこ七ヶ浜町民バス　ぐるりんこ

 質問① 路線、運賃および時刻を知りたい。　●答え 配布している運賃および時刻表、6月号広報紙をご覧ください。

　7月に各世帯に配布している運賃および時刻表、6月号広報紙に掲載した路線図をご覧下さい。紛失された

場合は、町役場受付に用意しておりますので、ご利用ください。また、町ウェブサイト（http://www.shichigahama.com/）

に掲載していますので、こちらでもご覧になれます。

 質問② 運賃の支払方法は?　●答え バス乗車時に現金で支払います。

　運賃はバス停留所に表示している金額でご確認いただき、乗車した時に現金でお支払い願います。七ヶ浜

町民バスは定期券・回数券は発行しておりません。七ヶ浜循環線で使用していたバスカードは、七ヶ浜町民バ

スではご利用できませんが、㈱ミヤコ－バスが運行しているバスでは引き続き利用できます。バスカードに

ついては、㈱ミヤコ－バス塩釜営業所(　365-5161)までお問い合わせください。

 質問③ 汐見台団地線、多賀城東部線もなくなるの?　●答え 引き続き運行しています。 

　多賀城東部線は多賀城市と七ヶ浜町が㈱ミヤコ－バスに共同で委託運行し、汐見台団地線は㈱ミヤコーバ

スが運行しています。多賀城東部線は、国府多賀城駅から多賀城駅、北遠山、境山を経由し汐見台中央を結ん

でいる路線です。汐見台団地線は、多賀城駅から湊浜、汐見台中央を経由し菖蒲田もしくは七ヶ浜中学校前ま

で運行しています。汐見台団地線については、㈱ミヤコ－バス塩釜営業所(　365-5161)まで、多賀城東部線に

ついては、七ヶ浜町政策課まで（　357-7439）お問い合わせください。

 質問④ バス停位置は?　●答え 路線図をご覧ください。

　詳しい位置については、㈱ジャパン交通（　366－2511）、町政策課（　357－7439）までお問い合わせくださ

い。バス停留所向かいに待合室がある場合は、待合室の中に時刻表を掲示しております。

　バス停の位置で問い合わせが多かったものは、次のとおりです。

お問い合わせは、政策課まで　　357-7439

七ヶ浜町民バス「ぐるりんこ」

 8月1日より七ヶ浜循環線（㈱ミヤコ－バスに委託運行）に替わり、七ヶ浜町民バス「ぐるりんこ」（㈱ジャパン

交通に委託運行）が実証運行しています。

 七ヶ浜町民バス「ぐるりんこ」は、朝・夕時間帯は割山・菖蒲田と下馬・海岸通りの区間、日中時間帯は、君ヶ岡

公園と海岸通り・多賀城駅の区間を運行し、多くの方にご利用いただいております。朝・夕方の便も増便し運行

しておりますので、通勤、通学にもぜひご利用ください。

  今月は、バス利用にあたり、お問い合わせの多かった内容

についてお知らせいたします。

従来どおり塩釜市壱番館向いになります。

鈴木眼科さん前になります。

<七ヶ浜方面のバス乗り場>

●海岸通り発のバス乗り場は、三中前を経由するため、国道45号線沿いササキ八百屋さん前になります。

●下馬発七ヶ浜方面行きは、従来どおりリカーセラーさいとうさん前です。

<海岸通り方面のバス乗り場>

●朝・夕方時間帯は、従来の七ヶ浜循環線と同様のバス乗り場となります。

●日中時間帯は、南町通り経由のため、リカーセラーさいとうさん前となります。

※下馬止まりのバス停は、リカーセラーさいとうさん前バス停を利用します。

海岸通り

下　馬

塩釜神社入口
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地
球
温
暖
化
防
止

　
活
動
推
進
員
募
集

　　
宮
城
県
で
は
、
日
常
の
身
近
な
こ
と
か
ら

取
り
組
む
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
な
う
推
進
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
●
応
募
資
格

　
　
地
球
温
暖
化
防
止
に
熱
意
の
あ
る
県

　
　
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
方

　
●
募
集
期
間
　
10
月
16
日（
金
）ま
で
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
環
境
生
活
課

　
ま
で
　

211
２
６
６
１

　
み
ち
の
く
公
園
開
園
20
周
年

　
記
念
行
事「
植
樹
祭
」

　　
み
ち
の
く
公
園
が
開
園
し
、20
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
一
般
公
募
に
よ
る
ヤ
エ
ザ

ク
ラ
２
０
０
本
の
植
樹
と
、30
周
年
時
に
開

封
す
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
作
成
を
行
い

ま
す
。

　
●
と
　
き
　
11
月
３
日（
火
）　

　
●
と
こ
ろ
　
み
ち
の
く
公
園
北
地
区
　

　
●
費
　
用
　
５
０
０
円
程
度
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ち
の
く
湖
畔
公
園

　
事
務
所
ま
で
　

484
６
２
１
１

　　
七
ヶ
浜
も
の
知
り
塾

　　
皆
さ
ん
が
ま
だ
知
ら
な
い
七
ヶ
浜
の
奥

深
い
歴
史
や
文
化
な
ど
を
楽
し
く
学
ぶ
講

座
で
す
。
今
回
は
、
湊
浜
の
薬
師
堂
に
ゆ

か
り
の
あ
る
「
三
薬
師
」
を
巡
り
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
11
月
19
日
（
木
）

　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時

　
●
見
学
先
　
中
央
公
民
館
集
合
～
岩
切

　
●
対
　
象
　
全
町
民

　
●
参
加
費
　
１
０
０
０
円（
保
険
代
・
昼
食
代
）

　
●
申
込
締
切
　
10
月
18
日
（
日
）
ま
で

　
●
申
込
方
法
　
電
話
に
て
申
し
込
み
く

　
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い（
先
着
20
名
ま
で
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館
ま
で

　

357
３
３
０
２

◆ベビールーム「めんこ・めんこ」◆
　2か月から6か月の赤ちゃんと保護
者の方を対象に、ベビーマッサージや
フリートークで楽しく過ごします。　
　●と　き　10月27日(火）午前10時～
　●ところ　子育て支援センター
　●持ち物　バスタオル、タオル２枚、
　　　　 オムツ、ミルク（母乳）、母子手帳
　●申　込　10月23日（金）まで

◆秋のイベント「焼き芋and芋煮会」◆
　　アスレチックで遊んだ後は、親子
でほっかほっかの焼き芋を作ります。
そして、秋空のもとみんなで芋煮会を
楽しみましょう。
　●と　き　10月29日(木）午前10時集合
　●ところ　中央公民館町民交流室
　●持ち物　芋煮用の器・箸・主食・
　　　　　　飲み物・おしぼりなど
　●申　込　10月26日（月）まで

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆
（子育て支援センター自由開放日）
　子育て支援センターを開放します。
お子さんと一緒に、自由に遊べる室
内広場です。また、保育士・保健師が
子育ての相談に応じています。

【10月～11月上旬の開放日】
●10月
　10月1日（木）・2日（金）・5日（月）・6日（火）・
7日（水）・9日（金）・13日（火）・16日（金）・ 
19日（月）・20日（火）・23日（金）・29日（木）・
30日（金）
 ●11月（上旬分）
 11月2日（月）・4日（水）・5日（木）・6日（金）・
9日（月）・10日（火）
　※いずれも午前9時～午後4時

（都合により変更する場合もあります）

◆まつぼっくりdayに参加しませんか◆
　一時保育利用を考えている方を
対象に、まつぼっくり広場を開放し
ます。親子で一緒に遊びましょう。
　●と　き　10/6（火）、20（火）
　　　　　　午前10時～11時
　●ところ　まつぼっくり広場
　●人　数　1日5組（要予約）

◆皆さまの子育てを応援しています◆
　子育ての悩みや発育などについて
の相談に、随時応じています。ママ同
士の交流や情報交換の場としてもご
利用ください。　　

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センターまで　　357-7455

　
若
者
向
け
就
職
支
援
講
座

　
定
職
に
就
き
た
い
。
就
職
す
る
た
め
に
は

ど
ん
な
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
こ
ん
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
若
者
の

た
め
に
、
自
分
に
向
い
た
仕
事
探
し
か
ら
職

業
紹
介
ま
で
を
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け

て
支
援
す
る
「
若
者
向
け
就
職
支
援
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
11
月
19
日（
木
）、　
　

　
　
　
　
　
　
24
日（
火
）～
27
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
よ
り
　

　
●
と
こ
ろ
　
多
賀
城
市
市
民
活
動

　
　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
●
対
象
者
・
定
員
　
15
歳
か
ら
35
歳
ま
で

　
　
の
２
市
３
町
在
住
の
現
在
就
職
し
て

　
　
い
な
い
方
　
30
名
　

　
●
費
　
用
　
無
　
料
　

　
●
申
込
締
切
　

　
　
10
月
22
日
（
木
）
～
11
月
12
日
（
木
）
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、産
業
課
ま
で
　

357
７
４
４
３

子育て支援センターだより
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暮らしアラカルト

お問い合わせは、歴史資料館まで　 365-5567

 樹液の化石である琥珀は、独特の色と質感、軽さが特徴で

す。今回は再生琥珀を使ったオリジナルのアクセサリーを

作ります。

●と　き　　11月28日(土)　午前10時～正午

●ところ　　歴史資料館研修室

●募集人数　20名(先着順)、小学生以下は保護者同伴

●材料費　　1､000円(当日支払い)

●持参するものなど　タオル1枚、汚れてもいい服装

●募集受付　10月31日(土)　午前9時～

●申込方法　直接、歴史資料館にご来館いただくか、

　　　　　　電話にてお申し込みください。

 アクアリーナでは10月、簡単な動きで現在の体力年

齢を測る体力テストを実施します。運動を始める前の

指針として、また、普段のトレーニングの成果を試して

はいかがでしょう？

　ぜひご参加ください！！

●と　き  10月（詳しい日程はお問い合わせください）

●ところ　アクアリーナ・アリーナ

●料　金　300円（施設使用料別途）

●定　員　1日6名

●対　象　20歳以上

●種　目

　20～64歳

　握力・上体起こし・長座体前屈・

　反復横とび・立ち幅跳び・

　20ｍシャトルランか急歩（1000ｍ・1500ｍ）

　65歳以上

　握力・上体起こし・長座体前屈・10ｍ障害物歩行・

　開眼片足立ち・６分間歩行

体力テスト実施します！！

お問い合わせは、アクアリーナまで　　357-7890

　
学
校
給
食「
町
民
試
食
会
」

　　
美
味
し
い
学
校
給
食
を
試
食
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
●
と
　
き
　
11
月
6
日（
金
）

　
　
午
前
11
時
～
午
後
1
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
亦
楽
小
学
校

　
●
募
集
人
数
　
一
般
町
民（
成
人
）30
名

　
●
費
　
用
　
　
２
５
０
円

　
●
申
込
期
間
　

　
　
10
月
7
日（
水
）～
10
月
23
日（
金
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
ま
で
　

357
２
６
０
７

　
歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
２
０
０
９

　
学
芸
員
の
解
説
付
で
県
内
外
の
博
物
館

や
史
跡
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
今
回
の

見
学
先
は
、
山
形
県
高
畠
町
周
辺
で
す
。
企

画
展
「
じ
ょ
う
も
ん
天
地
人
」
を
開
催
中
の

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
、「
泣

い
た
赤
お
に
」
や
「
り
ゅ
う
の
目
の
な
み
だ
」

な
ど
作
品
で
有
名
な
童
話
作
家
浜
田
広
介

の
記
念
館
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
11
月
14
日(

土)

　

　
　
午
前
８
時
～
午
後
６
時(

予
定)

　
●
見
学
先

　
　
・
山
形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘

　
　 

考
古
資
料
館(

高
畠
町)

　
　
・
ま
ほ
ろ
ば
・
童
話
の
里

　
　 

浜
田
広
介
記
念
館(

高
畠
町)

ほ
か

　
●
募
集
人
数
　
25
名(

先
着
順)

　
　
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
●
参
加
費
　
中
学
生
以
上
３
千
円
、

　
　
　
　
　
　
小
学
生
以
下
２
千
円

　
　
※
入
館
料
、昼
食
代
、保
険
料
含
む
、

　
　
　
申
込
時
支
払
い

　
●
集
合
場
所
　
歴
史
資
料
館
駐
車
場
に

　
　
当
日
午
前
７
時
45
分
ま
で
に
集
合

　
●
募
集
期
間

　
　
10
月
17
日(

土)

～
11
月
１
日(

日)

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
●
申
込
方
法
　
歴
史
資
料
館
に
来
館
し
、

　
　
専
用
申
込
書
に
参
加
者
の
氏
名
、住
所
、

　
　
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を
お
支

　
　
払
い
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歴
史
資
料
館
ま
で
　

365
５
５
６
７

歴史体験講座3　琥珀アクセサリー教室

　
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト

　「
神
通
峡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

　
秋
の
紅
葉
が
と
て
も
き
れ
い
な「
神
通
峡
」

を
散
策
＆
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
？

き
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
よ
！

　
●
と
　
き
　
10
月
26
日（
月
）

　
　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分（
予
定
）

　
　
※
予
備
日
　
27
日（
火
）

　
●
行
き
先
　
山
形
県
大
江
町

　
　
　
　
　
　「
古
寺
渓
谷
神
通
峡
」

　
●
参
加
費
　
　
一
般
　
５
０
０
０
円

　
　
ゆ
め
ク
ラ
ブ
会
員
　
３
５
０
０
円

　
　
※
入
浴
代
込
み

　
●
定
　
員
　
45
名

　
●
コ
ー
ス
　

　
　
約
10
km
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
●
申
込
方
法
　
10
月
１
日（
木
）よ
り

　
　
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
に
て
受
付
開
始

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ

　
ま
で
　

357
７
９
２
０

＜文化財保護強調週間＞
　11月1日～7日は文化財保護強調週間です。宮城県内をはじめ、全国各地で文化財の公開や講演会など、文化財

に関する様々な行事が開催されます。この機会に地域の博物館や史跡などを訪れてはいかかでしょうか。

こ　はく

こ　はく

こ　はく
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＊お問い合わせは、健康増進課 保健指導係まで 357-7448

受付／午前9時～午後3時

塩釜地区休日急患
診療センター
（塩釜医師会館1階）

　366-0630

Ｊ
Ｒ
仙
石
線

西
塩
釜
駅

下
馬
駅

GS NTT塩釜

赤石病院

塩釜三中
坂総合
病院

休
日
急
患

診
療
セ
ン
タ
ー

暮らしアラカルト

45

塩釜市泉沢町17 - 1 5

塩釜市港町 2 - 5 - 1 2

多賀城市高橋５－１１－6

利府町しらかし台2-12-2

多賀城市桜木３-７-４2

塩 釜 市 南 町 5 - 1 0

多賀城市新田字後12-12

多賀城市八幡3-6-12都ビル2F

泉 沢 歯 科 医 院

川 村 歯 科 医 院

汲 川 歯 科 医 院

広 沢 歯 科

倉 谷 歯 科 医 院

郷家第三歯科医院

成 沢 歯 科 医 院

多賀城中央歯科医院

10/ 4

11�

12

18

25

11/ 1�

3�

8�

363-2306

362-1516

368-9745

356-5127

362-6047

362-4571

389-1015

366-5503

【受付】
　午前9時～11時30分
　午後1時～4時
　※土曜は小児科のみ午後6時
　　30分～9時30分まで受付。

12:15～
12:30  

10月18日と25日が、ライフカレンダーと違っております。ご注意ください。

利用者

バス送迎

老人福祉センター

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～午後2時30分

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食

＊お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　　357-4976

◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

9:30 9:35 9:40 9:45 9:50 9:55

代ヶ崎 東宮 要害 境山 遠山 汐見台火
・
木

9:30 9:35 9:40 9:45 9:50 9:55

湊浜 松ヶ浜 菖蒲田浜 花渕浜 吉田浜 亦楽水
・
金

●と　き　10月8日（木）、22日（木）

　　　　　午前10時～正午

●ところ　塩釜保健所

●引取手数料

　生後90日以内の犬・猫…1頭   400円

　生後91日以上の犬・猫…1頭 2,000円

※お問い合わせは、塩釜保健所まで

363-5505

9月1日現在の人口（前月比）

13.27 km2

町花　 ハマギク

アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

転入

転出

出生

死亡

（０）

（＋３）

（－６）

（－３）

6,536

10,447

10,610

21,057

世帯数

男

女

計

33

37

17

16

町の面積

町木　 クロマツ

姉妹都市

3～4か月児
健康診査

BCG接種

　 1歳児　　歯
科健診

H20.7.1～10.31 出生児および

生後90か月未満の未投与児

H20.11.1～H21.2.28 出生児お

よび生90か月未満の未投与児

H21.3.1～H21.6.3 出生児およ

び生90か月未満の未投与児

40歳以上の偶数年の女性で

申込者

H21.6.4～7.8 出生児
母子健康
センター

各
医療機関

10/8

14

15

21

22

26

28

11/2
～

12/26

〃

〃

〃

〃

〃

〃

12:45～
13:00  

3歳児
健康診査

ポリオ生
ワク投与

ポリオ生
ワク投与

ポリオ生
ワク投与

乳がん検診

12:15～
12:30  

12:45～
13:00  

12:15～
12:30  

12:45～
13:00  

13:00～
14:00  

13:00～
14:00  

13:00～
14:00  

12:15～
12:30  

H20.9.1～10.31 出生児
※母子手帳・大人用、子供用の
　　歯ブラシをお持ちください。

H18.4.1～4.30 出生児
※希望者にはフッ素塗布を行い

　　ます。（100円）

1歳6か月児
健康診査

H20.3.1～31 出生児。
※希望者にはフッ素塗布を行い

　　ます。（100円）

フッ素
塗布

（100円）

フッ素
塗布

（100円）

①1歳9か月児
（H20.1.1～31出生）

②2歳児（H19.10.1～31出生）
③2歳3か月児

（H19.7.1～31出生）
※母子手帳・フッ素塗布カード・  
　　歯ブラシをお持ちください。

①2歳6か月児
（H19.4.1～30出生）

②3歳児（H18.10.1～31出生）
③3歳3か月児

（H18.7.1～31出生）
※母子手帳・フッ素塗布カード・  
　　歯ブラシをお持ちください。

と き 行事名 ところ 受付時間 対象・内容
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う
し

や

べ

とってもおいしいボッケ汁無料試食とってもおいしいボッケ汁無料試食

芸
術
の
秋

　
秋
深
ま
る
今
日
こ
の
ご
ろ
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
す

か
？
季
節
と
し
て
は
夏
が
一
番

好
き
な
私
も
、
秋
の
風
に
吹
か

れ
る
と
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て

き
ま
す
。
い
く
ら
か
冷
た
さ
を

感
じ
る
風
が
、
新
し
い
出
会
い

や
素
敵
な
出
来
事
を
運
ん
で
く

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
●

と
こ
ろ
で
お
決
ま
り
で
す
が
、

秋
と
い
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
、
食
欲
、

芸
術
、
読
書
な
ど
な
ど
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を
満
喫
し
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は

七
ヶ
浜
で
気
軽
に
芸
術
の
秋
を

堪
能
し
ま
せ
ん
か
●
11
月
末
に

開
催
す
る
国
際
村
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
５
９
３
１
、
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｇ

ｒ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ
７
の
公
演
は
、
結

成
９
年
目
に
入
っ
た
彼
ら
の
日

ご
ろ
の
成
果
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま

っ
た
ス
テ
ー
ジ
。
プ
ロ
も
顔
負

け
の
非
常
に
見
応
え
あ
る
内
容

で
す
。
そ
こ
に
い
る
皆
が
感
動

を
共
有
し
、
心
に
豊
か
さ
を
も

た
ら
す
貴
重
な
瞬
間
―
。
今
年

は
「
芸
術
の
秋
」
が
何
か
素
敵
な

こ
と
を
あ
な
た
に
運
ん
で
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

TM

Treadmark of American Soybean Association

環境に優しい大豆油インキを
使用しています

（
Ｏ
）

　
七
ヶ
浜
名
物
の
ボ
ッ
ケ
を
は
じ
め
、
活
魚
や
鮮
魚
、
朝
採
り
野
菜
な
ど
旬

の
味
覚
が
勢
ぞ
ろ
い
！
ボ
ッ
ケ
鍋
の
無
料
試
食
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や

出
店
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
収
穫
の
秋
・
食
欲
の
秋
は
、「
ボ
ッ
ケ
と
収
穫
祭
」へ
！

　
七
ヶ
浜
名
物
の
ボ
ッ
ケ
を
は
じ
め
、
活
魚
や
鮮
魚
、
朝
採
り
野
菜
な
ど
旬

の
味
覚
が
勢
ぞ
ろ
い
！
ボ
ッ
ケ
鍋
の
無
料
試
食
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や

出
店
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
収
穫
の
秋
・
食
欲
の
秋
は
、「
ボ
ッ
ケ
と
収
穫
祭
」へ
！

●
と
　
き
　
11
月
８
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
１
時

●
と
こ
ろ
　
す
ぱ
ー
く
七
ヶ
浜

　
　
　
　
　（
中
央
公
民
館
と
な
り
の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

●
目
　
玉

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、ボ
ッ
ケ
と
収
穫
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
七
ヶ
浜
支
所
内
）ま
で

ボ
ッ
ケ
汁
無
料
試
食
（
限
定
2
0
0
0
食
）

今
が
旬
！ 

七
ヶ
浜
産
ボ
ッ
ケ
の
格
安
販
売

新
鮮
活
魚
・
朝
採
り
野
菜
の
格
安
販
売
、

活
魚
の「
模
擬
セ
リ
体
験
」

七
ヶ
浜
の
大
豆
で
作
っ
た

お
い
し
い「
七
ヶ
浜
み
そ
」
の
販
売

349
６
２
２
２

楽しいイベント
いっぱいだよ！
みんなおいでね！

七ヶ浜特産
ぼっけのボーちゃん
七ヶ浜特産
ぼっけのボーちゃん

た
ん 

の
う

今月の「七の市」は
10月18日（日）に開催

　10月25日(日)開催予定の七

の市が、宮城県知事選挙に伴い、

10月18日（日）に変更となります。

大人気！七ヶ浜の大豆で
作った「七ヶ浜みそ」販売
大人気！七ヶ浜の大豆で
作った「七ヶ浜みそ」販売
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